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・一つの部屋に集まって、エアコン稼動も一台にする。
・冷房使用時は冷やした空気を逃さないようにドアや

窓をしっかり閉める。
・風鈴を取り付ける、金魚を飼うなど、清涼感のある

アイテムを取り入れる。
・エアコンの室外機まわりに物を置かないようにする。
・電化製品からの放熱も冷房効率に影響するので、使

わない家電は電源ＯＦＦにする。
・直射日光が室内に入らないよう、外出前にはカーテ

ンを閉める。

・うちわや扇子を使って体感温度を下げる。
・清涼感のある色使い、薄手の素材など快適に過ごせ

る軽装にする。
・扇風機を効果的に活用して冷たい空気を循環させる。
・外回りからオフィスに戻った際は、汗を拭いたり着

替えたりし装いを立て直す。
・通気性のいい座布団を活用して、デスクチェアを快

適に保つ。
・ブラインドや断熱シートで室温上昇を抑制する。

・グリーンカーテンでＣＯ2　削減と節電対策
　　グリーンカーテンには日射の熱エネルギーを約80％

カットする遮蔽効果があります。また、熱くなった地
面や壁などからの放射熱の発生と侵入も抑えることが
できるため、エアコンの使用量を抑える効果が期待で
きます。

・涼しいところに集まろう「クールシェア」のススメ
　　クールシェアとは、一人で一台のエアコンを使うの

ではなく、複数の人で同じ場所に集まり涼しい空間を
共有することです。お近くの公共施設やお店、木陰の
ベンチなど、探してみませんか。ＣＯ2　削減や節電に
も効果があります。

「 C
ク ー ル

OOL C
チ ョ イ ス

HOICE」とは、2030 年度の温室効果
ガスの排出量を 2013 年度比で 2６％削減するという
目標達成のために、日本が世界に誇る省エネ・低炭
素型の製品・サービス・行動など、地球温暖化対策
に効果のあるあらゆる「賢い選択」を促す国民運動
です。

例えば、エコカーを買う、エコ住宅を建てる、エ
コ家電にする、高効率な照明に替える、公共交通機
関を利用する、クールビズをはじめ、低炭素なアク
ションを実践するというライフスタイルの「選択」
があります。みんなが一丸となって温暖化防止のた
めの選択を行ってもらうため、統一ロゴマークを設
定し、政府・産業界・労働界・自治体・ＮＰＯなど
が連携して、皆さんと取り組むものです。

地球温暖化は、わたしたち人間の活動によって大
量に排出される温室効果ガス（ＣＯ 2　、フロンなど）
が、空気中に増えることが主な原因とされています。

本来、地球の表面は太陽の熱で温められ、余分な
熱が宇宙に放出されます。しかし、温室効果ガスが
増えることによって、宇宙に放出されるはずの熱が
地球にこもってしまい、地球全体の気温が上昇して
しまうのです。

地球温暖化が進むと、海面の上昇や異常気象を引
き起こし、農作物の収穫量の減少や動植物の生態系
の変化、感染症の増加など、私たちの生活のいろい
ろなところで影響がでるといわれています。

環境省では、冷房時の室温を２８℃で快適に過ごせる

軽装や取組を促すライフスタイル、

賢い選択「C
ク ー ル

OOL C
チ ョ イ ス

HOICE」を推進しています。

地球に優しい、賢い選択を一緒に取り組んでみませんか。

【問い合わせ先】　
本庁環境課くらしと環境係
　　　　　　（☎�９４２０）

オフィスでできる

家庭でできる

まだまだあるよ

ク ー ル  チ ョ イ ス

ク ー ル  チ ョ イ ス

ク ー ル  チ ョ イ ス

C
ク ー ル

OOL C
チ ョ イ ス

HOICE
ってなに？

地球温暖化は
どうして起きるの？
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しまねお魚
センター
しまねお魚
センター

浜田市公設
水産物仲買
売場

５号市場

浜田市公設
水産物仲買
売場

浜田市水産物地方卸売市場
　　　　　　の決定位置図
浜田市水産物地方卸売市場
　　　　　　の決定位置図

　【期間】７月１日㈯～９月30日㈯の搭乗分
　　①　２人以上で１往復　　　…　（１人）10,000円助成
　　②　25歳以下の人が１往復　…　　　　　６,000円助成
さらに、浜田市の補助と合わせるとこんなにお得です。

　【期間】８月４日㈮～８月21日㈪の搭乗分
　大阪夏っ得キャンペーン　…　片道利用で2,500円助成

萩・石見空港 をご利用ください

※　運賃は、10月28日㈯までの最安値の場合です。
※　浜田市の補助は商品券をお渡しします。

●萩・石見空港利用促進協議会助成
　浜田市内在住及び出身の人

萩・石見空港利用拡大促進協議会の　
「期間限定運賃助成」が始まります

東京便

大阪便

【問い合わせ先】　
本庁産業政策課商工企画係

（☎�９５０１）　

旅割２８
往復　23,400円（最安値）

搭乗日より
28日前の予約が必要

旅割２１
往復　30,000円（最安値）

搭乗日より
21日前の予約が必要

２人以上で１往復　　　（１人）10,000円

６5歳未満（往復）　　　　　　　　　　　4,000円
６5歳以上・サポーター企業職員（往復）　6,000円

実質（往復）

7,400円　
～9,400円　　

実質（往復）

14,000円　
～16,000円　　

25歳以下の人が１往復　　　　6,000円

６5歳未満（往復）　　　　　　　　　　　4,000円
サポーター企業職員（往復）　　　　　　6,000円

実質（往復）

11,400円　
～13,400円　　

実質（往復）

18,000円　
～20,000円　　

浜田市補助

浜田市補助

協議会助成

協議会助成

プラス
下記どちらか

プラス
下記どちらか

萩・石見空港　⇌　東京（羽田空港）

期間限定　７／1～9／30

期間限定　７／1～9／30

旅割２８
往復　23,000円（最安値）

搭乗日より
28日前の予約が必要

旅割２１
往復　2６,800円（最安値）

搭乗日より
21日前の予約が必要

大阪夏っ得（往復）　　　　　　　5,000円
実質（往復）

18,000円
実質（往復）

21,800円
協議会助成

萩・石見空港　⇌　大阪（伊丹空港）

期間限定　8／4～8／21

対象
●浜田市補助
　浜田市内在住の人及び浜田市内在住の保護者と生計を

同一にする浜田市以外に在住する大学生・専門学生

リサイクルステーション
をご利用ください

浜田市役所本庁舎へ新たにリサイクルス
テーションを設置しました
　総合福祉センター及び金城・旭・弥栄・三隅の各支
所のリサイクルボックスと同様に、ペットボトル（本
体）・びん・空き缶を回収します。回収したペットボ
トル・びん・空き缶は引き取り業者に出荷し再利用さ
れます。
　ごみの減量化、資源リサイクルのため、皆さんのご
協力をお願いします。
持込時間　午前７時～午後７時（時間外は施錠します）

（土・日・祝日・年末年始を除く）
持込品目　ペットボトル（本体のみ）・びん・空き缶
持込方法　
・全て軽く水洗いして持ち込んでください。
・ペットボトルのキャップやラベルは外し、本体のみ

入れてください。
・びんのフタ（栓）は、できるだけ外してください。
・指定ごみ袋に入れる必要はありません（手数料無料）。
・袋は必要ありませんが、袋に入れる場合には透明又

は半透明の袋に入れて出してください。

リサイクルボックス設置場所

浜
田
市
役
所

本庁 東分庁舎駐車場の一画
（公用車駐車場後ろ）

午前７時～午後７時
（土・日・祝日・年末年始を除く）

金城支所 金城老人福祉センター
入口

午前８時30分～午後５時15分
（土・日・祝日・年末年始を除く）旭支所 １階正面入口階段下

弥栄支所 １階
三隅支所 中庭

総合福祉センター １階ロビー 午前８時30分～午後９時
（休館日を除く）

廃食用油を回収します
　ごみの減量化と有効利用を目的として、家庭か
ら出される廃食用油（使用済み油）を回収してい
ます。
　廃食用油はバイオディーゼル燃料などとして再
生し、再利用されます。 
持込方法　できるだけ天かすなどは取り除いて、

回収場所に設置してあるタンクに投入してくだ
さい。

※　植物性の食用油に限ります。ラードなどの動
物性やエンジンオイル、灯油などの石油類は入
れないでください。

回収タンク設置場所

浜
田
市
役
所

本庁 東分庁舎駐車場の一画
（公用車駐車場後ろ）

金城支所 駐車場内古紙リサイクルボックス横
旭支所 山村開発センター横
弥栄支所 イベント広場公用車車庫横
三隅支所 三隅支所ひゃこるバス待合所横

問い合わせ先
・本庁環境課リサイクル推進係（☎�９４３０）
・各支所市民福祉課

　浜田漁港区域内に、高度衛生管理型荷さばき
所（卸売市場）を新設するにあたり、敷地を都
市計画決定するための説明会を開催します。
目的　浜田漁港での陸揚げから荷さばき、出荷

までの一連の作業を行うエリアを高度衛生管
理対応の卸売市場として整備し、水産振興を
図ることを目的として決定するものです。

日時　７月21日㈮　午後７時～
説明会会場　　浜田公民館第１・２研修室
問い合わせ先　本庁建設企画課都市計画係

（☎�９６０１）

浜田市役所本庁リサイクルステーション

都市計画市場の決定に関する説明会を開催します
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H22
（年度）

(t-CO₂)

二酸化炭素排出量

　「浜田地区広域行政組合において浜田市の条例を
準用する条例」第１条第２号（情報公開に関する事
項）及び同条第３号（個人情報保護に関する事項）
の規定に基づき、平成28年度（平成28年４月１日～
平成29年３月31日）の情報公開制度、個人情報保護
制度の運用状況を公表します。

問い合わせ先　浜田地区広域行政組合総務課総務係
（☎０８５５�５０８２）

　広域行政組合では、平成24年３月に「地球温暖化
対策実行計画」を策定し、自らの事務及び事業に関
して温室効果ガス排出削減などの取組を推進してい
ます。
　平成28年度の温室効果ガス排出量と実行計画の進
捗状況を公表します。
計画期間　平成24年度～28年度
対象とする温室効果ガス　二酸化炭素（ＣＯ₂）
削減目標　二酸化炭素排出量を、平成28年度までに

平成22年度（基準年度）比で６％削減
問い合わせ先　浜田地区広域行政組合総務課業務係

（☎０８５５�５０８１）

１　情報公開制度の運用状況
⑴　開示請求　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

請求件数 決定区分 取下げ全部開示 部分開示 不開示
2 － 2 － －

⑵　審査請求　なし

２　個人情報保護制度の運用状況
⑴　開示請求　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

請求件数 決定区分 取下げ全部開示 部分開示 不開示
６ ６ － － －

⑵　訂正請求・利用停止請求　なし

二酸化炭素排出量の推移　　　　　　　  
平成22年度
(基準年度) 平成2７年度 平成28年度

二酸化炭素
排出量（t-ＣＯ₂） 10,６94.20 9,318.09 8,189.12

基準年度と
の増減(％ ) － △12.8７ △23.42

※　二酸化炭素排出量は、使用した燃料を換算したもの
です。

※　可燃ごみ焼却に伴う排出量を含みます。

広域行政組合の温室効果ガス抑制実行計画進捗状況

新たに幼年消防クラブが結成されました
　幼年消防クラブとは保育所（園）　・幼稚園の
幼児を対象にした防火団体です。
　この組織は、幼児たちが火の大切さ、火の恐
ろしさを理解し正しい火の取扱いを知ることや、
熱心に幼年消防として行動しているところを、
家族や地域の皆さんが見たり親しんだりする中
で、防火・防災思想の普及を図ることを目的と
しています。

　このたび、４月に開園した「社会福祉法人さ
くら会みのり第２保育園」、「社会福祉法人誠和
会上府保育園」が新たに幼年消防クラブを結成
しました。
　浜田市では、この２園の結成により全ての保
育所（園）　・幼稚園で組織され、現在33の幼年
消防クラブが活動を行っています。

広域行政組合の情報公開制度・個人情報保護制度の運用状況
広域圏だより

浜田市・江津市
浜田地区広域行政組合

　浜田市及び江津市から燃やせないごみとして排出される廃プラスチック類をエコクリーンセンターで焼
却したときの影響を調査するため、試験を行いましたのでお知らせします。
　結果は、全て自主規制値、排出基準及び環境基準を下回りました。

問い合わせ先　浜田地区広域行政組合総務課業務係（☎０８５５�５０８１）

廃プラスチック類焼却試験の結果をお知らせします

１　排ガス測定の結果
１号炉

項目 測定日 自主 
規制値

排出
基準H28.4.2６ H28.5.13 H28.７.19 H28.9.７ H28.10.4 H28.11.8 H29.1.18 H29.3.1６

ばいじん 
（g／㎥ N） 0.004 未満 0.004 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.004 未満 0.004 未満 0.01 0.08

硫黄
酸化物 

（㎥ N／h）
0.009 0.02 未満 0.01 未満 0.02 未満 0.01 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.2 ７７.3

（注１）
窒素

酸化物 
（volppm）

2７ 21 8 20 20 23 29 29 50 250

塩化水素 
（mg／㎥ N） 1 2 1 未満 3 1 1 未満 3 1 未満 ７0 ７00
ダイオキ
シン類 

（ng-TEQ／㎥N）
0.000089 0.002 0.00003７ 0.00022 0.0023 0.000051 0.000035 0.000001６ 0.01 1

２号炉

項目 測定日 自主 
規制値

排出
基準H28.4.2７ H28.７.20 H28.8.9 H28.9.8 H28.11.9 H28.12.６ H29.1.19 H29.2.10 H29.3.1７

ばいじん 
（g／㎥ N） 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満 0.005 未満 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満 0.01 0.08

硫黄
酸化物 

（㎥ N／h）
0.01 未満 0.01 未満 0.009 0.01 未満 0.01 未満 0.02 未満 0.01 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.2 ７4.2

（注１）
窒素

酸化物
（volppm）

31 2７ 15 25 31 33 39 3６ 34 50 250

塩化水素 
（mg／㎥ N） 2 1 未満 1 未満 1 未満 1 1 1 1 1 ７0 ７00
ダイオキ
シン類 

（ng-TEQ／㎥N）
0.0032 0.0034 0.0001 0.0000７1 0.0000７７ 0.000032 0.00003 0.00003７ 0.0000012 0.01 1

２　周辺環境（大気質）調査の結果
⑴平成 28 年４月 21 日 0：00 ～平成 28 年４月 2７ 日 24：00（焼却試験前）

項　目 区　分
調　査　結　果 監視基準 

（環境基準）波子地域
ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 高田集会所 最大着地

濃度付近
二酸化窒素（ppm） 日平均値の最大値 0.003 0.003 0.001 0.04 ～ 0.0６ 以下

二酸化硫黄（ppm） 日平均値の最大値 0.004 0.005 0.00６ 0.04 以下
１時間値の最大値 0.00７ 0.013 0.018 0.1 以下

浮遊粒子状物質（mg／㎥） 日平均値の最大値 0.053 0.045 0.04６ 0.10 以下
１時間値の最大値 0.092 0.0７5 0.09 0.20 以下

塩化水素（ppm） 日平均値の最大値 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.02 以下
ダイオキシン類（pg-TEQ／㎥）期間平均値（７日間） 0.008 0.008 0.009 0.６ 以下
⑵　平成 28 年 11 月８日 0：00 ～平成 28 年 11 月 14 日 24：00（焼却試験中）

項　目 区　分
調　査　結　果 監視基準 

（環境基準）波子地域
ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 高田集会所 最大着地

濃度付近
二酸化窒素（ppm） 日平均値の最大値 0.003 0.001 0.002 0.04 ～ 0.0６ 以下

二酸化硫黄（ppm） 日平均値の最大値 0.002 0.003 0.005 0.04 以下
１時間値の最大値 0.005 0.00６ 0.011 0.1 以下

浮遊粒子状物質（mg／㎥） 日平均値の最大値 0.019 0.021 0.018 0.10 以下
１時間値の最大値 0.038 0.048 0.04６ 0.20 以下

塩化水素（ppm） 日平均値の最大値 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.02 以下
ダイオキシン類（pg-TEQ／㎥）期間平均値（7 日間） 0.00７ 0.00６ 0.00６ 0.６ 以下

（注１）硫黄酸化物の排出基準値は測定時の条件により変わるため代表的な値を掲載しています。
※　「未満」とは、定量下限値を下回っていて算出できないことを表しています。
※　いずれの測定も４月の結果は、廃プラスチック類を焼却する前の結果です。
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県道田所国府線通り初め式が開催されま
した（５月14日）

石見畳ヶ浦「資料館・案内所」が開設さ

れました（５月１日）

浜田市高齢者クラブ連合会総会が開催さ
れました（５月15日）

浜田市防災会議を開催しました
（５月19日）

弥栄中学校が子どもの読書活動優秀実践
校として文部科学大臣より表彰され、そ
の報告を受けました（５月９日）

民生委員・児童委員の日活動強化週間で
市役所本庁舎に懸垂幕を掲揚しました
（５月12日）

観光・文化交流協定を結んでいる三重県
松阪市で、後野神楽社中が石見神楽を上
演しました（５月13日）

㈱山陰合同銀行が旭町で森林保全活動を
行うことが決まり、調印式を行いました
（５月23日）

TＣ浜田農場㈱が元谷団地でトマトの栽
培場を整備することが決まり、記者会見
を開きました（５月24日）

浜田市近辺の中小企業の後継者などを対象とした「後継者よ、頑張ろう」フォーラムが開催されました（５月27日）

「ＢＵＹ浜田運動」推進フォーラムを開
催しました（５月23日）

石央商工会通常総代会が開催されました
（５月24日）

■募集テーマ
　・浜田市に「行きたい」「見たい」「住みたい」と思わ

せる作品
　・浜田市内で撮影されたものに限る
■応募部門
　・デジタル写真部門
■表彰
　・グランプリ　　１点　　副賞　　賞金20万円
　・準グランプリ　２点　　副賞　　賞金５万円
　・審査員特別賞　10点　　副賞　　浜田市特産品
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 万円相当分
　・入選　　　　　50点　　副賞　　浜田市共通商品券
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,000円分
■募集期間
　・平成30年２月28日㈬まで　
■応募資格
　・プロアマ問わず、誰でも応募可

■応募方法
　①フォトコンテストＨＰの投稿フォームから応募
　　http://joho-hamada.jp/contest/
　②郵送（デジタルデータのみ）
　　〒６9７-8501　浜田市殿町１番地　浜田市産業政策課
　③インスタグラムでフォトコンテスト用ハッシュタグ

【#hamada_photo201７】をつけて投稿
　　（作品タイトル、撮影日、撮影場所を明記）
■応募内容
　・デジタル画像（形式＝JPEG　サイズ＝５MB以内）
　・フィルム写真はデジタル処理をしＣＤメディアで郵送
　　（フィルムでの提出不可）　
　・平成29年３月１日以降に撮影され、ほかのコンテス

トで未発表の作品
　・カラー・モノクロどちらでも可
　・組写真は不可
　・１人毎月３点まで応募可　・１人毎月３点まで応募可

■問い合わせ先　本庁産業政策課商工企画係（☎�９５０１）

浜田市デジタルフォトコンテスト
２０１７ 開催中

　「出かけよう！」「見に行こう！」　「暮らしてみよう！」
浜田の魅力を捉えたあなたの写真をお待ちしています

2016グランプリ　村重大吾さん「アルアル波
な み な み

波」
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　５月14日㈰、雲城山登山がみどりかいかんを発着点として行
われました。これは、雲城小学校の保護者が発案し、雲城公民
館と雲城まちづくり委員会の合同企画で行われたものです。
　参加者は、雲城山に自生している植物や生き物の観察、木登
りなど思い思いに楽しみながら約２時間30分かけて登頂しまし
た。また、子どもたちは目的の山頂が見えてくると元気に頂上
へ駆け登っていました。到着した参加者は、標高６６７mの頂上
に設置してある2.5ｍの展望台から眼下を見渡し、広大で美し
い山並みと、登頂の達成感を味わっていました。

　５月９日㈫、今福小学校の田植え体験が小学校近くの水田で
行われました。これは、米作りをとおして地域社会とのふれあ
いや地元で暮らす日常生活の良い所、楽しさを再発見してもら
おうと毎年行っているものです。
　子どもたちは、はだしで一列に並び田んぼのぬかるみに足を
とられながらも、地域ボランティアや公民館職員の指導を受け、
苗を一束一束丁寧に植えていきました。最後に、６年生が学校
を代表して１人ずつ田植えを体験した感想と地域の皆さんへ感
謝の気持ちを伝えました。

展望台から眺める景色は最高！

　５月４日㈷、ふるさと体験村春祭りが開催され、約2,000人
の来場者でにぎわいました。
　祭りには、弥栄町内の集落や農産品加工グループなど18団体
が出店し、新鮮な野菜や炊き込みごはん・巻き寿司・杵つきも
ち・ヤマメの塩焼きなどを販売しました。会場では、しまねっ
こによるどぶろくの鏡割りも行われ、ふるまい酒には多くの人
が集まり行列ができていました。また、ヤマメのつかみ取りに
は、多くの子どもたちが参加しびしょ濡れになりながらも歓声
を上げてヤマメを追いかけていました。

　５月３日㈷、紙漉き・ものづくり体験が石州和紙会館で行わ
れました。この企画は、和紙の魅力を知ってもらおうと石州半
紙技術者会が行っているワークショップの一つです。
　来場者は、和紙職人に直接教えてもらいながら紙漉きを体験
したり、つけ染めで和紙を好きな色に染めたりしました。染料
をつける場所によっていろいろな模様に染まる自分だけの作品
を作り上げた参加者は、「和紙に色をつけるのは初めてで楽し
かった」「きれいに仕上げることができた」とうれしそうに話
していました。

ぬかるみに足をとられながらも助け合って田植えをする児童

地元の野菜を使ったコロッケも大人気

つけ染めがきれいにできたよ 商店街のチェックポイントで三択クイズに挑戦

　５月20日㈯、能海寛歌碑めぐりウォーキングが波佐で行われ、
市内外から約６0人が参加しました。この催しは、金城町の三偉
人の１人であるチベット巡礼探訪家能海寛の功績に思いをはせ
ながら、ゆかりの地をめぐることを目的に波佐公民館が行った
ものです。
　参加者は、約６.3㎞のウォーキングコースを自然や歴史・文
化財に触れながら歩きました。また、能海寛がふるさと波佐の
ことを詠んだ歌碑10基の前では、それぞれ地域の人から説明を
受け、先人に思いをめぐらせました。

　５月20日㈯、浜田市ウォークラリー大会が石見公民館を発着
点として行われました。これは、浜田市の文化や歴史を知って
もらおうと全国一斉「あそびの日」キャンペーンに併せ、浜田
レクリエーション協会が実施したものです。
　ウォークラリーは、コース図に描いてあるチェックポイント
を見つけて出題された課題に取り組み、最後に合計得点を競う
スポーツです。参加した６8人は、市内の公園や商店街を回る約
５㎞のコースをチームごとに歩き、的当てや市の歴史・文化に
ちなんだクイズに悩みながら取り組んでいました。

歌碑の前で説明を聴く参加者

　５月28日㈰、あさひ健康ウォーク㏌都川「棚田トレッキング」
が旭町都川地区で開催され4７人が参加しました。これは、健康
づくりをしながら日本の棚田百選に選定されている都川の棚田
を堪能してもらおうと、都川公民館が行ったものです。
　当日は、３箇所の棚田を巡る５㎞のコースを歩き、各ポイン
トで地域や棚田の歴史などについて説明を聞きました。また、
ゴール地点では棚田米で作ったおにぎりが振る舞われ、参加者
は歩き学ぶだけでなく食べても棚田の魅力を楽しみました。

　５月22日㈪、安城・杵束の保育所園児による防火パレードが
木都賀・長安本郷両地区で行われました。これは、日頃から正
しい火の取扱いを学び、火災の予防活動などを行っている両保
育所の幼年消防クラブが、活動の一環として消防署職員や女性
消防団員と一緒に行ったものです。
　当日は、揃いの法被を着た両保育所の園児21人が火の用心の
歌を元気な声で歌いながら町内を行進しました。園児たちは、
沿道に集まった住民の皆さんに火災予防を呼び掛け、最後に「火
遊びはしません」と大きな声で防火を誓いました。

棚田のあぜを歩きながら風景を楽しむ

大きな声で「戸締り用心　火の用心」

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

登頂のご褒美は山頂からの絶景
～　雲城山登山　～

かなぎ

かなぎみんなで手植えに挑戦
～　今福小学校田植え体験　～

弥栄の春を満喫
～　ふるさと体験村春祭り　～

やさか

みすみ和紙の魅力を体験
～　紙漉き・ものづくり体験　～

はまだ市内を探検
～　浜田市ウォークラリー大会　～

金城の偉人に思いをはせて
～　能海寛歌碑めぐりウォーキング　～

かなぎ

都川の棚田を巡る
～　あさひ健康ウォーク㏌都川「棚田トレッキング」　～

あさひ

やさか町内に響け「火の用心」
～　防火パレード　～
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制
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市
で
は
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昭
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年
７
月
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か
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か
け
て
未
曾
有
の
被

害
を
も
た
ら
し
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山
陰
豪
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災
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」
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忘
れ
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後
世
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伝
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ま
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め
る
た
め
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毎
年
７

月
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市
民
防
災
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日
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定
め
て
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ま
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。

　

市
民
防
災
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日
に
は
、
防
災
行
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無
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よ
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犠
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・
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０
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５
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月
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夏
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防
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実
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海
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期
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７
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1６
日
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31
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㈪

活
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①
小
型
船
舶
の
海
難
防
止

②
見
張
り
の
徹
底
及
び
船
舶
間
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
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進

③
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コ
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分
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活
動
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ー
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載
し
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ア
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活
動
す
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ど
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①
こ
ど
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エ
コ
ク
ラ
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に
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録

（
登
録
料
・
年
会
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無
料
）

　

一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
（
３
歳

～
18
歳
）
と
、
活
動
を
支
え
る
大

人
（
20
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上
）
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、
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。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登

　

子
ど
も
た
ち
の
身
近
な
環
境
に

つ
い
て
、
知
り
た
い
・
学
び
た
い
・

や
っ
て
み
た
い
を
応
援
し
ま
す
。

録
す
る
か
、
地
方
事
務
局
に
登
録

用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
メ

ン
バ
ー
１
人
か
ら
で
も
登
録
で
き

ま
す
。
登
録
し
た
メ
ン
バ
ー
は
自

動
的
に
、
賠
償
責
任
保
険
に
加
入

し
ま
す
。

②
活
動
ス
タ
ー
ト

　

身
近
に
で
き
る
、
自
分
た
ち
が

興
味
あ
る
環
境
活
動
に
自
由
に
取

り
組
み
ま
す
。
ほ
か
の
ク
ラ
ブ
の

活
動
を
参
考
に
し
て
み
る
の
も
良

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
活
動
レ

ポ
ー
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

③
報
告
す
る
（
報
告
す
る
・
し
な

い
は
自
由
で
す
。）

　

報
告
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
地
方

事
務
局
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.j-ecoclub.jp/

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
内　

こ
ど
も
エ
コ

ク
ラ
ブ
地
方
事
務
局
（
☎
�

９
４
２
０
）

国道９号から見たつつじ

　４月2６日㈬、旭温泉湯ったりフォーラムが旭温泉あさひ荘休
憩棟で開催されました。これは、島根県立大学と市との共同研
究「温泉施設を起点とした観光振興に関する研究」の地元成果
発表会として行われたもので、地域住民約40人が参加しました。
　フォーラムでは、第１部で旭温泉全体に対する現状分析や考
察、提言が行われ、第２部で旭温泉の３つの宿泊施設を対象に
個別の提言が行われました。学生目線での素晴らしい提案に、
参加者は良い刺激を受けました。研究内容は、今後の旭温泉各
施設の運営や業務改善に役立てられます。

毎年５月の連休に行われる三隅のつつじ祭りにあわせ、国道
９号沿いの竹林の伐採が行われました。

この取組みは、三隅地区まちづくり推進協議会が景観保護を
目的に計画したもので三隅川を管理する島根県と協働し、河川
敷に生える数百本の竹の駆除とともに堤防に描かれたつつじと
梅の絵を塗り直しました。また、同協議会では三隅のつつじ祭り
の盛り上がりを地域の課題解決事業と捉え、休憩スペースやのぼり
旗の設置、地区内の名所をシャトルバスで運行するなどの新たな企
画にも取り組みました。

県大生の発表に聴き入る参加者

　５月１日㈪、国府公民館事業「こくふ元気プロジェクト」の
のぼりが完成し国府小学校に立てられました。これは、国府を
元気にしようと地域の皆さんが取り組んでいる活動です。この
活動を多くの人に知ってもらおうと国府小学校４年生が絵を描
き、住民有志の皆さんによってのぼりが作製されました。
　当日は、自分が国府のお宝だと思うものを描いたのぼりを
持った児童たちが校庭のフェンスに取り付けていきました。作
製されたのぼり７0本は、現在は小学校の校庭から国府地区の各
町内に移して立てられています。

　４月29日㈷、防災出前講座が弥栄会館で開催されました。こ
れは、地域の現状を知り防災について考えるため安城・杵束公
民館、弥栄女性の会が開催したもので、41人が参加しました。
　「災害から命を守るために」と題して行われた講座では、浜
田市の職員が市で起こる可能性のある災害についてや実際に起
きた災害から得た教訓、非常時の持ち出し袋に用意するものな
ど具体的な話をしました。参加者は、「日頃の備えや災害が起
きたときのために家族で話し合っておくことの大切さを学ん
だ」と話していました。

国府のお宝を描いたのぼりを立てる児童

熱心に話を聴く参加者

７
月
23
日
は

「
市
民
防
災
の
日
」
で
す

安
全
安
心

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

７
月
16
日
㈰
～
31
日
㈪

全
国
海
難
防
止
強
調
運
動

を
実
施
し
ま
す

生
活
・
環
境

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
参
加

ク
ラ
ブ
を
募
集
し
て
い
ま
す

みすみ車窓からの眺めを楽しんでもらいたい
～　三隅地区まちづくり推進協議会課題解決事業　～

旭温泉の未来を考える県大生の提言
～　旭温泉湯ったりフォーラム　～

あさひ

みんなで地域を元気に
～　こくふ元気プロジェクトのぼり立て　～

はまだ

やさか日頃の備えが大切
～　防災出前講座　～
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

既
存
の
一
戸
建
住
宅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

事
業
名　
し
ま
ね
長
寿
の
住
ま
い

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

募
集
期
間　
平
成
30
年
２
月
15
日

㈭
ま
で

対
象　
島
根
県
内
に
存
す
る
既
存

一
戸
建
て
住
宅
を
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
す
る
住
宅
の
所
有
者

助
成
金
額　
工
事
費
の
23
％
以
内

の
額
で
一
戸
当
た
り
上
限
40
万

円
（
浴
室
25
万
円
な
ど
、
部
位

ご
と
に
助
成
上
限
額
を
設
定
）

助
成
対
象
条
件　

・
６5
歳
以
上
の
高
齢
者
又
は
身
体

障
が
い
者
と
同
居
、
も
し
く
は

55
歳
以
上
の
世
帯
主
が
居
住
す

る
住
宅

・
平
成
30
年
３
月
15
日
㈭
ま
で
に

完
了
す
る
工
事

・
改
修
後
、
住
宅
が
一
定
の｢

整

備
基
準｣

に
適
合
す
る
こ
とほ

か

※　

詳
し
く
は
、
島
根
県
建
築
住

宅
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.sim

a
jyu

.jp
/

gyosha/index_06.htm
l

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
４
５
７
７
）

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
運
動
能
力
は

人
間
を
は
る
か
に
超
え
ま
す
。
遭

遇
し
た
場
合
は
大
変
危
険
で
す
の

で
、
山
林
や
渓
流
な
ど
の
出
没
が

予
想
さ
れ
る
場
所
で
は
、
ク
マ
に

出
会
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
る

・
ク
マ
が
生
息
し
て
い
る
可
能
性

の
あ
る
と
こ
ろ
で
活
動
す
る
場

合
、
人
間
の
存
在
を
大
き
く
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。
ク
マ
除

け
の
鈴
や
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
、

音
の
出
る
も
の
を
身
に
付
け
る

の
が
一
般
的
で
す
。

・
天
候
の
悪
い
日
や
川
の
周
り
で

は
、
水
の
音
や
視
界
の
暗
さ
か

ら
、
人
も
ク
マ
も
お
互
い
に
気

付
き
に
く
く
な
り
ま
す
。
見
通

し
の
悪
い
場
所
に
は
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
早
朝
や
夕
暮
れ
時
は
さ
ら
に
視

界
が
悪
い
う
え
、
ク
マ
の
行
動

時
間
と
重
な
り
ま
す
。
外
出
す

る
と
き
は
特
に
周
囲
に
気
を
付

け
、
音
の
出
る
も
の
を
必
ず
携

帯
し
ま
し
ょ
う
。

出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

・
逃
げ
る
も
の
を
反
射
的
に
追
い

か
け
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。
背

中
を
見
せ
な
い
よ
う
に
後
ず
さ

り
で
離
れ
ま
し
ょ
う
。

・
持
っ
て
い
る
荷
物
を
一
つ
ず
つ

置
い
て
い
き
、
興
味
を
そ
ら
せ

ま
し
ょ
う
。

・
襲
っ
て
き
た
と
き
は
、
首
の
後

ろ
で
手
を
組
み
、
う
つ
伏
せ
で

丸
く
な
り
、
去
る
の
を
待
ち
ま

し
ょ
う
。

※　

子
グ
マ
を
見
か
け
た
ら
、
近

く
に
親
グ
マ
が
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
子
連
れ
の
親
グ
マ

は
特
に
危
険
で
す
の
で
、
速
や

か
に
そ
の
場
を
立
ち
去
り
ま

し
ょ
う
。

作
物
な
ど
へ
の
被
害
防
止

　

市
で
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る

被
害
は
、
特
に
柿
と
蜂
蜜
に
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
ク
マ
を
呼
び
寄
せ

な
い
た
め
に
、
適
切
な
処
置
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

・
果
樹
や
蜜
蜂
の
巣
箱
の
防
護
に

は
電
気
柵
が
有
効
で
す
。
農
機

具
店
に
相
談
す
る
な
ど
、
防
護

策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

・
長
年
採
取
し
な
い
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
柿
や
栗
の
木
は
、
伐
採

を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

・
に
お
い
が
ク
マ
を
呼
び
寄
せ
ま

す
。
残
飯
な
ど
を
屋
外
に
放
置

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

落
下
果
樹
も
適
正
な
処
分
を

し
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合
は

　

行
動
が
危
険
と
判
断
さ
れ
る
ク

マ
な
ど
は
、
捕
獲
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
危
険
度
の
判
断
や
捕
獲

の
手
続
の
た
め
、
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
情
報
は
大
変
重
要
で
す
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
目
撃
し
た
り
、

被
害
が
発
生
し
た
り
し
た
場
合

は
、頭
数
や
大
き
さ
な
ど
の
特
徴
、

逃
げ
た
方
向
な
ど
の
情
報
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

ア
ラ
イ
グ
マ

　

近
年
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
目
撃
や

農
作
物
被
害
の
報
告
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
は
危
険
で
す

・
家
屋
に
侵
入
し
、
天
井
裏
で
生

活
し
ま
す
（
糞
尿
に
よ
り
天
井

に
シ
ミ
が
で
き
ま
す
）。

・
狂
犬
病
や
ア
ラ
イ
グ
マ
回
虫
な

ど
、
人
に
感
染
す
る
病
原
体
を

持
っ
て
い
ま
す
。

・
性
格
が
凶
暴
で
ペ
ッ
ト
や
家
畜

を
襲
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
も
と
も
と
日
本
に
い
た
野
生
動

物
と
競
合
し
、
生
息
地
を
奪
い

ま
す
。

・
何
で
も
食
べ
、
農
作
物
（
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
・
ブ
ド
ウ
・
カ
キ
・

ス
イ
カ
な
ど
）
を
食
べ
荒
ら
し

ま
す
。

・
カ
エ
ル
・
イ
モ
リ
な
ど
を
捕
ま

え
る
た
め
田
ん
ぼ
に
入
り
、
稲

を
踏
み
倒
し
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
の
特
徴

・
尾
が
し
ま
模
様

・
指
が
５
本
で
手
先
が
器
用

・
耳
が
白
い

・
目
の
周
り
が
黒
く
、
ア
イ
マ
ス

ク
の
よ
う

・
ネ
コ
よ
り
一
回
り
大
き
い

・
背
中
を
丸
め
た
歩
き
方

※　

捕
獲
に
は
「
捕
獲
許
可
」
が

必
要
で
す
。
無
許
可
で
の
捕
獲

は
違
法
と
な
り
ま
す
の
で
、
ア

ラ
イ
グ
マ
を
目
撃
し
た
人
は
、

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

・
各
支
所
産
業
建
設
課

７月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
３ 月 日脚町２～６・８・９、周布町
４ 火 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
５ 水 唐鐘１～９
６ 木 国分町１～３、唐鐘 10・11、下府町４～６・８
10 月 下府町１～３・６－１、上府町伊甘
11 火 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６・８
12 水 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
13 木 殿町１～５、田町２～５
18 火 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
19 水 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
20 木 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
24 月 蛭子町、栄町、片庭町
25 火 港町１～４
2６ 水 京町、高田町、清水町、真光町
2７ 木 原町、瀬戸見町、元浜町
31 月 原井町
※　平成29年度より週４日（月～木曜日）の作業と

します。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施す

ることがあります。　
（本庁環境課くらしと環境係）

使
い
捨
て
容
器
（
紙
コ
ッ
プ
・
紙

皿
・
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
製
ど
ん
ぶ

り
な
ど
）
の
代
わ
り
に
使
用
す

る
、
繰
り
返
し
使
っ
て
再
使
用
で

き
る
食
器
や
お
箸
類
な
ど
の
総
称

で
す
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

導
入
す
る
こ
と
で
、
イ
ベ
ン
ト
ご

み
排
出
量
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま

す
。

対
象
イ
ベ
ン
ト　
市
内
で
開
催
さ

れ
、
リ
ユ
ー
ス
食
器
を
１
０
０

個
以
上
利
用
し
て
飲
食
品
を
提

供
す
る
イ
ベ
ン
ト

対
象
者　
市
内
で
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
主
催
者
、
又
は
市
内
イ

　

市
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
す

る
リ
ユ
ー
ス
食
器
を
広
め
て
、
ご

み
を
減
ら
し
環
境
に
や
さ
し
い
イ

ベ
ン
ト
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

リ
ユ
ー
ス
食
器
の
レ
ン
タ
ル
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。　

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
補
助
金
を

活
用
し
て
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
イ

ベ
ン
ト
に
リ
ユ
ー
ス
食
器
を
取
り

入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

リ
ユ
ー
ス
食
器
と
は

　

１
回
使
う
だ
け
で
ご
み
に
な
る

ベ
ン
ト
で
飲
食
品
を
提
供
す
る

出
店
者
（
団
体
で
の
申
請
に
限

る
）

補
助
金
額　
対
象
経
費
（
リ
ユ
ー

ス
食
器
・
備
品
の
レ
ン
タ
ル
料

と
配
送
料
）
の
２
分
の
１
（
10

円
未
満
切
捨
て
、上
限
10
万
円
）

申
請
方
法　
イ
ベ
ン
ト
実
施
１
週

間
前
ま
で
に
申
請
書
類
の
提
出

が
必
要
で
す
。
市
役
所
２
階
環

境
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
リ
ユ
ー
ス
食
器
利
用
促
進
補

助
金
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
（
☎
�
９
４
２
０
）

　

犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
家

族
の
一
員
と
し
て
大
切
な
存
在
で

す
。
し
か
し
、
飼
い
方
に
問
題
が

あ
る
と
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
一
度
、
犬
・
猫

な
ど
の
飼
い
方
や
し
つ
け
に
つ
い

て
振
り
返
り
、
人
と
動
物
が
共
生

で
き
る
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

絶
対
に
捨
て
な
い
で
！

　

大
切
な
「
命
」
で
す
。
最
期
ま

で
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

動
物
を
捨
て
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は･･･

近
所
へ
の
心
配
り
が
大
切
で
す

　

苦
情
で
多
い
の
は
、
フ
ン
の
放

置
・
鳴
き
声
・
放
し
飼
い
な
ど
で

す
。
マ
ナ
ー
を
守
り
、
き
ち
ん
と

し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

散
歩
中
の
フ
ン
の
後
始
末
を
し
ま

し
ょ
う

　

犬
の
散
歩
の
際
は
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
な
ど
を
持
参
し
フ
ン
は
持
ち

帰
っ
て
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

必
ず
リ
ー
ド
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

散
歩
は
、
犬
を
抑
え
ら
れ
る
人

が
連
れ
て
行
き
、
決
し
て
離
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
放
し
飼
い
は
法

律
な
ど
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

ま
し
ょ
う

　

飼
い
主
に
は
、
生
涯
１
回
の
登

録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
転
居

の
際
に
飼
い
犬
も
移
動
す
る
場
合

や
、
飼
い
主
の
変
更
が
あ
る
場
合

は
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
転
出

さ
れ
る
場
合
は
、
転
出
先
の
自
治

体
で
飼
い
犬
が
い
る
こ
と
を
伝
え
、

浜
田
市
の
鑑
札
を
持
っ
て
手
続
を

し
ま
し
ょ
う
。

猫
を
飼
っ
て
い
る
人
は･･･

屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

猫
の
フ
ン
や
尿
で
困
っ
て
い
る

と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

猫
の
生
活
環
境
を
整
え
れ
ば
屋
内

飼
育
す
る
こ
と
が
で
き
、
周
辺
へ

迷
惑
を
か
け
ず
に
す
み
ま
す
。
ま

た
、
事
故
や
感
染
症
か
ら
猫
を
守

り
、
迷
子
防
止
に
な
り
ま
す
。

避
妊
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

　

毎
年
多
く
の
猫
が
生
ま
れ
殺
処

分
さ
れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
を
望
ま

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
避
妊
去
勢
手

術
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
は･･･

　

野
良
猫
へ
の
餌
や
り
や
、
そ
の

猫
の
フ
ン
尿
な
ど
に
関
す
る
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

猫
を
迷
惑
な
存
在
だ
か
ら
と
い
っ

て
捕
獲
や
処
分
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

本
当
に
猫
の
こ
と
を
思
う
な

ら
、
む
や
み
に
餌
を
与
え
な
い
で

く
だ
さ
い
。
餌
を
与
え
る
な
ら
飼

い
主
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
飼

育
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

住
宅

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
・
ア
ラ
イ
グ
マ

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

リ
ユ
ー
ス
食
器
レ
ン
タ
ル
費
用

を
補
助
し
ま
す

犬
・
猫
は

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て

寄
附
を
い
た
だ
い
た
場
合
、
寄
附

さ
れ
た
人
へ
お
礼
の
品
と
し
て
特

産
品
な
ど
を
お
送
り
し
て
い
ま
す

が
、
ふ
る
さ
と
寄
附
の
趣
旨
に
反

し
て
い
る
こ
と
か
ら
10
月
１
日
の

申
込
み
分
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
お
礼
の
品
の
送
付
を
取
り
や
め

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

ふ
る
さ
と
寄
附
推
進
室
（
☎
�

９
２
２
０
）

対
象
団
体　
県
内
の
女
性
を
中
心

に
活
動
し
て
い
る
民
間
団
体
・

グ
ル
ー
プ
（
構
成
員
は
お
お
む

ね
10
人
以
上
で
、
そ
の
半
数
以

上
が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
目
安

と
な
り
ま
す
。）

対
象
事
業　
10
月
１
日
㈰
～
平
成

30
年
３
月
31
日
㈯
に
実
施
す
る

次
の
事
業

⑴　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

⑵　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

⑶　

時
代
を
担
う
人
づ
く
り

⑷　

水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り

助
成
金
額　
１
件
あ
た
り
１
万
円

～
50
万
円
（
１
万
円
単
位
）

募
集
締
切
日　
７
月
15
日
㈯

申
込
方
法　
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

申
請
用
紙
は
、
本
庁
人
権
同

和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
及
び
各

支
所
防
災
自
治
課
に
あ
り
ま
す
。

助
成
決
定　
９
月
下
旬

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
女
性
セ

ン
タ
ー
内　

公
益
信
託
し
ま
ね

女
性
フ
ァ
ン
ド
事
務
局

（
☎
０
８
５
４
�
５
５
１
４
・

▢FAX
０
８
５
４
�
５
５
８
９
）

　

平
成
28
年
度
に
国
の
電
源
立
地

地
域
対
策
交
付
金
事
業
を
活
用
し

て
、
次
の
と
お
り
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

浜
田
市
野
球
場
外
野
フ
ェ
ン
ス
等

改
修
事
業

　

野
球
場
の
外
野
フ
ェ
ン
ス
・
内

野
フ
ェ
ン
ス
・
フ
ァ
ー
ル
ポ
ー
ル
・

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
改
修
工
事
を
行

い
ま
し
た
。

・
総
事
業
費
１
４
、８
８
９
千
円

（
交
付
金
額　

９
、９
５
６
千
円
）

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
政
策
企
画
課
企
画
係

（
☎
�
９
２
０
０
）

浜田市野球場外野フェンス

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま

す
。）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
所
が
あ
る
１

歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
で

実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
３
日
㈭

受
付　
①
午
後
１
時
30
分
～
２
時

　
　
　

②
午
後
２
時
～
２
時
30
分

※　

①
又
は
②
を
選
択
し
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日　
７
月
20
日
㈭　

午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を

行
っ
て
い
ま
す
。

総
合
相
談

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・

栄
養
士
・
保
育
士
な
ど
の
専
門

職
が
、
妊
娠
し
た
時
か
ら
子
育

て
中
の
家
庭
の
様
々
な
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

切
れ
目
の
な
い
支
援

妊
娠
届
の
時
に
、
妊
娠
・
出
産
・

育
児
に
関
す
る
不
安
を
聴
き
、

個
人
に
あ
っ
た
妊
婦
・
出
産
サ

ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
を
母
子
手
帳
に

貼
付
し
て
、
相
談
者
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。
出

産
後
は
４
か
月
ま
で
の
全
家
庭

へ
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
を
行
い
、
必

要
な
支
援
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

各
種
サ
ー
ビ
ス
へ
の
つ
な
ぎ

相
談
内
容
に
よ
っ
て
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
て
つ
な

ぎ
ま
す
。
相
談
者
が
、
手
続
や

利
用
に
つ
い
て
不
安
が
あ
る
時

は
、
同
行
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。

関
係
機
関
と
の
連
携

必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
・
保

育
所
・
幼
稚
園
な
ど
へ
一
緒
に

相
談
に
出
か
け
た
り
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
支
援
し
ま
す
。

相
談
窓
口

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

E
m

a
il:k

o
so

d
a

tesh
ien

@
city.ham

ada.lg.jp

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

市
で
は
、使
用
予
定
の
な
い「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、

空
き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん

か
。
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、

空
き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、

使
用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登

録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に

情
報
提
供
を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
政
策
企
画
課
定
住
婚
活
推

進
係
（
☎
�
９
２
０
０
）　

　

平
成
29
・
30
年
度
建
設
工
事
等

入
札
参
加
資
格
の
追
加
審
査
を
行

い
ま
す
。

　

平
成
29
・
30
年
度
に
市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
及
び
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
等
の
競
争
入
札
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
の
う
ち
、

有
資
格
者
名
簿
に
登
録
が
な
い
人

や
登
録
を
し
て
い
な
い
工
種
（
業

種
）
を
追
加
す
る
人
な
ど
が
対
象

で
す
。

申
請
方
法　
島
根
県
と
県
内
市
町

が
共
同
利
用
す
る
資
格
申
請
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
請
後
、

必
要
書
類
を
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間　
８
月
１
日
㈫
～
15
日

㈫
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。）

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
務
課
入
札
管
理
係

【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　

浜
田
市
殿
町
１
番
地
（
☎
�

９
１
４
１
）】

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
に
加
入
し
て
い
る
事
業
主

は
、
年
度
更
新
の
手
続
を
７
月
10

日
㈪
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

年
度
更
新
手
続
を
正
し
く
行
う

た
め
に
、
労
働
保
険
料
等
申
告
書

相
談
受
付
を
各
地
区
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
最
寄
り
の
会
場
へ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。
日
程
表
に
つ
い

て
は
島
根
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://shim
ane-roudoukyoku.

jsite.m
h

lw
.g

o
.jp

/h
o

u
rei_

seido_tetsuzuki/roudou_
hoken/_119924.htm

l

　

な
お
、
労
働
保
険
の
年
度
更
新

や
所
在
地
の
変
更
な
ど
、
多
く
の

手
続
に
つ
い
て
電
子
申
請
を
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
電
子
申
請
は
、

24
時
間
い
つ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
を
使

い
届
出
・
申
請
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
保
険
料
及
び
一
般

拠
出
金
の
納
付
に
つ
い
て
、
口
座

振
替
を
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
口
座
振
替
を
希
望

す
る
人
は
、
所
定
の
申
込
書
を
口

座
開
設
し
て
い
る
金
融
機
関
の
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.m

h
lw

.g
o

.jp
/

stf/seisakunitsuite/bunya/
koyou_roudou/roudoukijun/
hoken/hokenryou/index.htm

l

問
い
合
わ
せ
先

島
根
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険

徴
収
室
適
用
係
（
☎
０
８
５
２

⑳
７
０
１
０
）

　

無
期
転
換
ル
ー
ル
と
は
、「
平

成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
開
始
す

る
有
期
労
働
契
約
に
つ
い
て
、
同

一
の
使
用
者
と
の
間
で
、
有
期
労

働
契
約
が
通
算
５
年
を
超
え
て
反

復
継
続
さ
れ
た
時
は
、
有
期
契
約

労
働
者
の
申
し
込
み
に
よ
り
、
期

間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
（
無

期
労
働
契
約
）に
転
換
で
き
る
ル
ー

ル
」で
す
。（
労
働
契
約
法
第
18
条
）

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
円
滑
な

無
期
転
換
の
た
め
に
、
有
期
契
約

労
働
者
の
活
用
実
態
を
把
握
し
た

上
で
、
活
用
方
針
を
明
確
化
し
、

無
期
転
換
ル
ー
ル
へ
の
対
応
の
方

向
性
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

無
期
転
換
ル
ー
ル
の
概
要
や
制

度
導
入
の
ポ
イ
ン
ト
、
支
援
策
な

ど
を
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
「
有
期
契
約
労
働
者
の
無
期
転

換
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（http://

m
uki.m

hlw
.go.jp/

）」
を
開
設

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

島
根
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等

室
（
☎
０
８
５
２
�
１
１
６
１
）

　

県
で
は
、
女
性
が
持
て
る
力
を

十
分
に
発
揮
し
て
、
地
域
で
い
き

い
き
と
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
「
公
益
信
託
し
ま
ね
女
性

フ
ァ
ン
ド
」
を
設
立
し
、
女
性
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
団
体
な
ど

に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
へ
の
ふ
る
さ
と
寄
附
返
礼

品
送
付
を
取
り
や
め
ま
す

平
成
28
年
度
に
国
の
交
付
金

事
業
を
活
用
し
て
整
備
を
行

い
ま
し
た

子
育
て

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を
実

施
し
ま
す

妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
つ
い
て

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

産
業
・
地
域
活
性
化

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い

平
成
29
・
30
年
度
建
設
工
事
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等

入
札
参
加
資
格
審
査
（
追
加
審

査
）
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

労
働
保
険
年
度
更
新
手
続
は

お
済
み
で
す
か

「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」
が

平
成
30
年
４
月
か
ら
本
格

化
し
ま
す

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

女
性
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
団
体
な
ど
に
助
成
し
ま
す
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環
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健
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。
【医療機関で受診する場合】
医療機関によっては、予約が必要となります。
対象　20歳～ 49歳の女性

実施期間 平成30年２月28日㈬まで

実施場所

江木医院（☎�１１８１）（予約不要）
浜田医療センター内健診センター
（☎�７７００）（要予約）
予約受付時間　14：00～1６：00
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　　9：00～　9：30
検査時間　10：00～

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、和暦で奇数年生まれの人及び

クーポン券が送付された人

【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内　健診センター
　　　　（☎�７７００）
申込受付時間　14：00～1６：00

実施期間
平成30年２月28日㈬まで
毎週火・水・金曜日
検診当日受付時間　14：30～15：00
検査時間　15：00～1７：00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　場
浜
田 ７月４日㈫ 　9：00～11：30 長浜公民館13：00～15：00

旭 ７月７日㈮ 10：00～11：00 重富生活改善センター
13：00～14：00 都川高齢者活動促進センター

弥
栄 ７月５日㈬ 9：00～11：30 弥栄老人福祉センター

13：00～15：00　弥栄会館
三
隅 ７月2６日㈬ 13：30～18：30 三隅保健センター

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）を
受けられません。

・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
申込先　島根県環境保険公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　場
浜
田 ７月2７日㈭ 8：30～10：00 浜田保健所

13：30～14：00 田橋児童館
三
隅 ７月24日㈪ 9：00～11：00 三保公民館

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受
診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこなど

　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種が
ん検診を、無料で受診することができます。がん検
診受診の際は、本人確認ができるもの（健康保険証・
運転免許証など）をご持参ください。
※　年度内に同じ検診を複数回受診される場合は、

２回目以降全額負担となります。
問い合わせ先

本庁地域医療対策課保健予防係（☎�９３１１）

対象　６5歳以上（浜田市に住民票のある人）
料金　無料
結核レントゲン検診撮影票（受診票）
・検診会場及び市役所本庁１階地域医療対策課⑩番窓

口・各支所市民福祉課・各公民館にあります。
・「広報はまだ」４月号に併せて配布した「平成29年

度各種健（検）診日程表」に掲載しています。

※　ネックレスなどは外し、すぐに撮影で
きるような服装で受診してください。

※　８月以降の結核検診は、「平成29年度
各種健（検）診日程表」をご覧ください。

問い合わせ先
・本庁地域医療対策課保健予防係

（☎�９３１１）
・各支所市民福祉課【　金　城　】

日 時間 会場 日 時間 会場 日 時間 会場

19
日
㈬

9：00～　9：10 よりあい会館横

20
日
㈭

9：00～　9：10 カットサロン勝美前

21
日
㈮

9：30～　9：40 周布川漁協組合（旧ド
ライブイン山女）前9：20～　9：30 金田会館前 9：20～　9：30 東下久佐集会所

9：40～　9：50 山田稔明様宅前 9：40～　9：50 旧ＪＡ久佐事業所横 9：50～10：00 三葉寮前
10：00～10：10 岩㟢隆行様宅前 10：00～10：10 河野信子様宅前 10：15～10：25 若生まなびや館下
10：20～10：30 入野集会所前 10：20～10：30 くざ会館 10：35～10：45 亀谷原消防詰所
10：40～10：50 越沢集会所前 10：40～10：50 上長屋集会所前 10：55～11：05 栄和機工前
11：00～11：10 新原集会所前 11：00～11：10 上組集会所前 11：15～11：30 長田消防詰所横
11：20～11：30 植松集会所前 11：20～11：30 大谷集会所 11：40～11：55 ときわ会館
11：40～11：50 福原集会所前 11：40～11：50 かたらいの家 13：15～13：25 柚根集荷場前
13：00～13：10 大元集会所 13：00～13：10 青原集会所前 13：35～13：45 横山義孝様宅前
13：20～13：35 追原郷集会所前 13：20～13：30 伊木集会所前 13：55～14：05 おぐに会館
13：45～13：55 美又国民保養センター前 13：40～14：00 小笹集会所前 14：25～14：40 みどりかいかん
14：05～14：15 皆合集会所付近 14：10～14：20 新開集会所前
14：25～14：35 二タ村集会所前 ※　同じ年度内に肺がん検診を受けている人は、結核レントゲン検診を受

けられません。14：45～15：00 ふれあい会館

　各種がん検診の日程は、「平成29年度各種健（検）
診日程表」をご覧ください。

　

仕
事
を
探
し
て
い
る
ひ
と
り
親

家
庭
の
父
・
母
の
た
め
の
、
就
労

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
庁
子
育
て
支
援
課
で
登
録
を

し
た
人
を
対
象
に
、
就
労
や
転
職

に
向
け
て
、
個
々
の
状
況
・
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
求
人
情
報
の
提
供
な

ど
を
行
い
、
自
立
・
就
労
に
向
け

た
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
支
援
内

容
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母

（
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る

人
は
除
く
。）

受
付
日　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
。）
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

場
所　
本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど

も
家
庭
相
談
係

料
金　
無
料

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

県
外
の
保
育
士
養
成
施
設
の
学
生

が
、
島
根
県
内
の
保
育
所
な
ど
で

保
育
実
習
や
就
業
体
験
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
う
際
の
旅
費
を
助
成

す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

募
集
締
切
日　
平
成
30
年
２
月
28

日
㈬
（
当
日
消
印
有
効
）

※　

応
募
状
況
に
よ
っ
て
は
、
早

め
に
募
集
を
締
め
切
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

申
請
方
法　
保
育
実
習
や
就
業
体

験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
施
終

了
日
以
降
１
か
月
以
内
に
、
次

の
必
要
書
類
を
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

①
助
成
申
請
書
兼
請
求
書

※　

申
請
書
は
、
県
社
会
福
祉
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

https://w
w

w
.shim

ane-fjc.
com

/

※　

実
習
先
保
育
所
な
ど
が
記
載

す
る
部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
、

実
習
先
の
保
育
所
な
ど
に
記
載

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

②
保
育
士
養
成
施
設
に
在
学
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
書
類
（
学

生
証
の
写
し
・
在
学
証
明
書
な

ど
）

留
意
事
項

・
旅
費
に
つ
い
て
、
ほ
か
の
補
助

金
の
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合

や
保
育
士
養
成
施
設
や
実
習
先

保
育
所
な
ど
が
負
担
し
て
い
る

場
合
は
、
助
成
金
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

・
平
成
29
年
度
中
に
助
成
を
受
け

ら
れ
る
回
数
は
、
一
人
１
回
ま

で
で
す
。

※　

助
成
対
象
に
な
る
保
育
士
養

成
施
設
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
法
人

支
援
部
人
材
確
保
係
【
〒
６
９

０
‐
０
０
１
１　

松
江
市
東
津

田
町
１
７
４
１
‐
３　

い
き
い

き
プ
ラ
ザ
２
階
（
☎
０
８
５
２

�
５
９
５
７
）】

　

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
」・「
青
少
年
の
非

行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」

で
す
。

　

今
年
で
６７
回
目
を
迎
え
る
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
～
犯
罪
や

非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支

え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～
」
は
、
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
考
え
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を

築
こ
う
と
全
国
で
行
わ
れ
て
い
る

運
動
で
す
。

　

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
は
全
て

の
人
の
望
み
で
す
。
犯
罪
や
非
行

を
な
く
す
た
め
に
は
、
取
締
り
を

強
化
し
て
過
ち
を
犯
し
た
人
を
処

罰
す
る
こ
と
も
必
要
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
立
ち
直
ろ
う
と
決
意
し

た
人
を
社
会
で
受
け
入
れ
て
い
く

こ
と
や
、
犯
罪
や
非
行
を
生
み
出

さ
な
い
家
庭
や
地
域
づ
く
り
を
す

る
こ
と
も
、
と
て
も
大
切
な
こ
と

で
す
。

　
「
犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
」「
あ

や
ま
ち
か
ら
の
立
ち
直
り
を
支
え

て
い
け
る
地
域
を
つ
く
る
」
そ
の

た
め
に
は
、
一
部
の
人
た
ち
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
の
全
て
の
人
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
関
わ
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全

国
強
調
月
間
は
、
青
少
年
の
非
行

防
止
な
ど
の
取
組
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
次
世
代
を
担
う
青
少
年

の
健
全
育
成
と
犯
罪
被
害
防
止
の

た
め
、
保
護
者
と
し
て
、
大
人
と

し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
潜
む

有
害
情
報
か
ら
子
ど
も
を
守
り
、

家
庭
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

「
青
少
年
は
地
域
社
会
が
育
む
」

と
い
う
視
点
に
立
っ
た
取
組
が
必

要
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
か
け
が
え
の

な
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
認
識
に

立
ち
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
共
に
感

じ
・
学
び
・
ふ
れ
あ
い
と
対
話
を

深
め
皆
さ
ん
の
理
解
と
参
加
の
も

と
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間

本
庁
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
（
☎
�
９
３
０
０
）

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国

強
調
月
間

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

　
（
☎
�
０
９
８
５
）

７月各種がん検診の日程

７月結核レントゲン検診の日程

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
の
た

め
の
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す

し
ま
ね
保
育
実
習
等
旅
費

支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す

健
康
・
福
祉

み
ん
な
で
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

す
。
た
だ
し
、
収
入
額
に
よ
っ
て

１
割
負
担
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
（
該
当
者
に
は
、
案
内
を
し
ま

す
）。

保
険
料
額
の
お
知
ら
せ

　

平
成
28
年
中
の
所
得
額
な
ど
の

確
定
に
伴
い
、
７
月
中
旬
に
平
成

29
年
度
保
険
料
額
に
関
す
る
通
知

を
送
付
し
ま
す
。

納
付
方
法　
特
別
徴
収
（
年
金
天

引
）
と
普
通
徴
収
（
納
付
書
及

び
口
座
振
替
）
の
２
種
類
が
あ

り
、
特
別
徴
収
は
申
請
に
よ
り

普
通
徴
収
（
口
座
振
替
）
に
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※　

既
に
手
続
を
し
た
人
は
、
改

め
て
手
続
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

変
更
手
続

⑴　

市
へ
保
険
料
の
支
払
方
法
変

更
の
申
出
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

⑵　

金
融
機
関
で
口
座
振
替
依
頼

の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
、

口
座
振
替
で
納
付
し
た
人
が
、

そ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
申
請

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

が
、
住
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
属

し
て
い
る
場
合
は
、「
後
期
高
齢

者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
を
医
療
機
関
の

窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院

し
た
場
合
や
外
来
で
高
額
な
治
療

を
受
け
た
場
合
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
認
定
証
の
申

請
手
続
が
必
要
で
す
。
申
請
し
た

月
の
初
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
認
定
を
受
け
て
い

る
人
は
、
７
月
末
ま
で
が
有
効
期

間
と
な
り
ま
す
。
平
成
29
年
度
も

引
き
続
き
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

場
合
は
、
７
月
中
に
新
し
い
「
後

期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
更
新
の
手
続
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
　

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
２
）

　

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

脳
梗
塞
・
脳
動
脈
瘤
・
脳
腫
瘍
な

ど
の
、
発
病
す
る
と
重
い
障
が
い

に
つ
な
が
る
病
気
を
早
期
に
発
見

す
る
た
め
、「
脳
ド
ッ
ク
」
を
受

け
る
人
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

検
査
項
目　
問
診
・
身
体
計
測
・

診
察
・
視
力
検
査
・
眼
底
検
査
・

尿
検
査
・
血
圧
測
定
・
心
電
図
・

肝
機
能
検
査
・
脂
質
代
謝
検
査
・

腎
機
能
検
査
・
血
液
検
査
・
膵

機
能
検
査
・
血
糖
検
査
・
尿
酸

検
査
・
保
健
指
導
・
総
合
評
価
・

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
頭

部
断
層
撮
影
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
頭
部
の

血
管
撮
影
・
神
経
学
的
検
査
・

頸
動
脈
エ
コ
ー　

な
ど

受
診
医
療
機
関　
浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
内　

健
診
セ
ン
タ
ー

受
診
期
間　
12
月
１
日
㈮
～
28
日

㈭
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

※　

受
診
日
は
、
市
で
指
定
し
ま

す
。

受
診
対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当

す
る
こ
と

⑴　

平
成
29
年
７
月
１
日
現
在
、

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
で
７4
歳
ま
で
（
生
年
月
日
が

昭
和
1７
年
12
月
２
日
以
降
）
の

人
※　

受
診
日
当
日
ま
で
に
、
ほ
か

の
健
康
保
険
（
後
期
高
齢
者
医

療
を
除
く
）
に
加
入
さ
れ
た
場

合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

⑵　

保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と

⑶　

心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
装

着
や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
で
体

内
に
金
属
が
入
っ
て
な
い
こ
と

※　

か
か
り
つ
け
医
な
ど
に
相
談

の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

⑷　

閉
所
恐
怖
症
で
な
い
こ
と

⑸　

平
成
2６
～
28
年
度
（
過
去
３

年
の
間
）
に
脳
ド
ッ
ク
の
助
成

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

※　

助
成
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る

人
は
、
今
回
の
脳
ド
ッ
ク
に
応

募
で
き
ま
せ
ん
。

⑹　

平
成
29
年
度
浜
田
市
国
民
健

康
保
険
脳
ド
ッ
ク
・
人
間
ド
ッ

ク
・
浜
田
市
巡
回
ド
ッ
ク
の
助

成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

⑺　

平
成
29
年
度
浜
田
市
国
民
健

康
保
険
特
定
健
康
診
査
を
受
け

て
い
な
い
こ
と

定
員　
30
人　

※　

先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
己
負
担
額　
１
万
円 

募
集
締
切
日　
７
月
20
日
㈭
必
着

応
募
方
法　
郵
便
は
が
き
に
受
診

希
望
者
の
①
住
所
・
②
氏
名
・

③
性
別
・
④
生
年
月
日
・
⑤
連

絡
先
電
話
番
号
⑥
受
診
期
間
の

う
ち
、
受
診
不
可
な
日
（
な
い

場
合
は
「
な
し
」）
を
必
ず
記

入
の
上
、送
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

宛
先　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　

浜
田
市
殿
町
１
番
地　

浜
田
市

役
所
医
療
保
険
課　
「
脳
ド
ッ

ク
追
加
募
集
」
係 

注
意
事
項

・
電
話
な
ど
で
の
申
込
み
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。 

・
は
が
き
は
、
受
診
希
望
者
１
人

に
つ
き
１
枚
で
す
。
１
枚
に
２

人
以
上
の
氏
名
を
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。 

・
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
１
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。 

・
は
が
き
に
記
載
さ
れ
た
人
以
外

は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

・
は
が
き
料
金
は
６2
円
に
改
定
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
料
金
不
足
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市役所
医療保険課

「脳ドック追加募集」係

（裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年月日
⑤連絡先電話番号
⑥受診不可日（ない

場合は「なし」）

は
が
き
記
入
例 

募
集
結
果
の
お
知
ら
せ

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
、
結
果
は
７
月
下
旬
に
全

員
へ
通
知
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係
１
階

⑥
番
窓
口
（
☎
�
９
４
１
０
）

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

一
斉
更
新

　

７5
歳
以
上
の
人
（
６5
歳
以
上
で

広
域
連
合
が
障
が
い
認
定
し
た
人

を
含
む
。）
が
、
現
在
使
っ
て
い

る
被
保
険
者
証
（
み
ど
り
色
）
は
、

７
月
31
日
㈪
ま
で
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
８
月
１
日
㈫
か
ら
使
用

す
る
被
保
険
者
証（
だ
い
だ
い
色
）

は
、
７
月
中
に
送
付
し
ま
す
。

【
医
療
機
関
で
の
医
療
費
の
窓
口

負
担
】

　

医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し
た
と

き
は
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
一
部

を
負
担
し
て
も
ら
い
ま
す
。
負
担

す
る
割
合
は
、
平
成
28
年
中
の
所

得
の
状
況
に
よ
っ
て
、
８
月
か
ら

変
更
に
な
る
人
が
い
ま
す
。
被
保

険
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
自
己

負
担
割
合
「
１
割
」
又
は
「
３
割
」

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

３
割
負
担
の
場
合

　

住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万

円
以
上
の
所
得
の
あ
る
被
保
険
者

が
一
人
で
も
い
る
世
帯
は
、
一
部

負
担
金
の
割
合
は
３
割
に
な
り
ま

健 康 コラムコラム
７月は熱中症予防強化月間です

　熱中症は、非常に暑い日だけでなく、梅雨の
合間に急に気温が上昇した日や梅雨明けの蒸し
暑い日など、身体が暑さに慣れていない時にも
起こりやすくなります。
熱中症を防ぐために
～日常生活での注意事項～
暑さを避けましょう
行動の工夫　
・暑い日は決して無理しない
・日陰や涼しい場所を選んで歩く
・適宜休憩する
住まいの工夫
・ブラインドやすだれ、緑のカーテンなどで日

ざしを遮る
・風通しをよくする
・エアコンや扇風機などを利用する
衣服の工夫
・襟元をゆるめる、ゆったりした衣服にする
・日傘や帽子を使う
・吸汗・速乾素材などを活用する
こまめに水分補給をしましょう
・のどが渇く前に水分補給
・起床時や入浴前後にも水分補給
※　アルコール飲料は、

尿量を増やし体内の水分
を排泄するため水分補給
にはならない。

・大量に汗をかいた時は
塩分補給も忘れずに

暑さに備えた身体づくりをしましょう
・日頃からウォーキングなどで汗をかく習慣を

身につける
集団活動の場ではお互いに配慮をしましょう
・休憩場所の確保
・冷たい飲料の準備
・お互いの体調に注意し、声を掛け合う

熱中症の症状
熱失神（たちくらみ）・熱けいれん(筋肉のこ
むらがえり)・手足のしびれ・気分の不快・
高い体温・頭痛・めまい、吐き気・赤い、熱
い、乾いた皮膚・意識障害

熱中症？と思ったときは
涼しい環境への避難
・風通しのよい日陰や、涼しい場所へ避難さ

せる
脱衣と冷却
・衣類をゆるめて風通しを良くし、体を冷や

す。氷のう、保冷剤などで首の両脇、わき
の下、太ももの付け根などを冷やすことも
有効

水分・塩分の補給
・冷たい水を自分で飲んでもらう
・大量の発汗があった場合には、経口補水液

やスポーツドリンクなどで塩分の補給もす
る。

こんな時は医療機関へ運ぶ！
・自力で水が飲めない　　
・症状が改善しない、悪化する　　　　
・高体温
・呼びかけや刺激への

反応がおかしい　　
・全身のけいれん
・意識がない場合は、

すぐに救急車を呼ぶ

【参考資料：熱中症環境保健マニュアル（環
境省）】　　

（金城支所市民福祉課）

国
民
健
康
保
険「
脳
ド
ッ
ク
」

追
加
募
集
の
お
知
ら
せ

保
険
・
医
療
・
年
金

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら

の
お
知
ら
せ
で
す
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産
　
　
　
業

地
域
活
性
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保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
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ー
ツ
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活
・
環
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宅

人
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・
納
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健
康
・
福
祉

子

育

て

　

こ
の
制
度
は
、
福
祉
医
療
対
象

者
（
重
度
心
身
障
が
い
者
及
び
ひ

と
り
親
家
庭
）
に
医
療
費
（
自
己

負
担
分
）
の
助
成
を
行
い
、
健
康

の
保
持
と
生
活
の
安
定
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

福
祉
医
療
を
受
け
ら
れ
る
人

⑴　

６5
歳
以
上
で
、
引
き
続
き
３

か
月
以
上
の
寝
た
き
り
の
状
態

で
他
人
の
介
護
が
必
要
な
人

（
助
成
期
間
は
１
年
限
り
）

⑵　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
又
は

２
級
を
持
っ
て
い
る
人

⑶　

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
又
は

４
級
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
お

お
む
ね
Ｉ
Ｑ
50
以
下
と
診
断
さ

れ
た
人

⑷　

療
育
手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る

人
⑸　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
を
持
っ
て
い
る
人

⑹　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

２
級
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
３
級
又
は
４
級

を
持
っ
て
い
る
人

⑺　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

２
級
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
お

お
む
ね
Ｉ
Ｑ
50
以
下
と
診
断
さ

れ
た
人

⑻　

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
（
18
歳

１か月１医療機関あたりの自己負担限度額
区分 入院 外来

市町村民税
課税世帯の人 20,000円 ６,000円

市町村民税
非課税世帯の人 2,000円 1,000円

20歳未満の
障がい児（者） 2,000円 1,000円

※　医療機関などで、１割を超える又は自己負
担限度額を超える医療費を負担した場合は、
助成申請により医療費の払い戻しをします。

未
満
又
は
高
校
第
３
学
年
修
了

ま
で
の
児
童
（
20
歳
未
満
）
を

養
育
す
る
配
偶
者
の
い
な
い
人

及
び
児
童
）

※　

健
康
保
険
未
加
入
者
は
、
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※　

⑴
～
⑺
の
20
歳
以
上
の
人

は
、
所
得
制
限
（
特
別
障
害
者

手
当
の
所
得
額
を
準
用
）
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
所
得
額
に
は
障

害
年
金
な
ど
の
非
課
税
収
入
も

含
ん
で
審
査
し
ま
す
。

※　

⑻
は
、
前
年
分
の
所
得
税
が

非
課
税
の
世
帯
（
扶
養
控
除
に

つ
い
て
は
平
成
22
年
中
の
所
得

税
の
計
算
に
お
け
る
控
除
額
が

適
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
再
計

算
さ
れ
た
も
の
）が
対
象
で
す
。

有
効
期
間
に
つ
い
て

　

原
則
と
し
て
１
年
で
す
。（
転

出
や
年
齢
到
達
な
ど
何
ら
か
の
事

由
で
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

　

毎
年
10
月
１
日
が
更
新
日
で
、

引
き
続
き
助
成
を
受
け
る
場
合
は

手
続
が
必
要
で
す
。

※　

８
月
上
旬
に
更
新
の
案
内
を

送
付
し
ま
す
。

自
己
負
担
額

　

対
象
者
の
自
己
負
担
割
合
は
、

「
医
療
費
の
１
割
」
で
す
。
薬
局

な
ど
で
は
、
自
己
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

　

有
効
期
限
が
７
月
31
日
ま
で
の

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
を

お
持
ち
の
人
に
更
新
手
続
の
お
知

ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
対
象

の
人
は
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
介
護
保
険
施
設
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
・
介
護
老
人
保

健
施
設
・
介
護
療
養
型
医
療

施
設
）
に
入
所
中
の
人
又
は

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る

人
で
、
世
帯
員
全
員
（
配
偶
者

は
世
帯
分
離
し
て
い
て
も
同
一

世
帯
と
み
な
す
）
が
市
町
村
民

税
非
課
税
か
つ
、
預
貯
金
額
な

ど
が
単
身
で
１
、０
０
０
万
円
、

夫
婦
で
２
、０
０
０
万
円
以
下

の
人

手
続
に
必
要
な
書
類
な
ど

・
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
有
す
る

全
て
の
預
貯
金
な
ど
の
通
帳
の

写
し
（
直
近
２
か
月
の
履
歴
が

わ
か
る
も
の
）

・
認
印
、
申
請
書
、
同
意
書

提
出
期
限　
７
月
31
日
㈪

手
続
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

・
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

・
本
庁
健
康
長
寿
課
高
齢
者
福
祉

係
（
☎
�
９
３
２
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど
の
理

由
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困

難
な
と
き
、
申
請
す
れ
ば
納
付
が

免
除
又
は
猶
予
（
先
延
ば
し
）
さ

れ
る
制
度
で
す
。

保
険
料
の
免
除
制
度

　

免
除
の
種
類
は
「
全
額
免
除
」・

「
３
／
４
免
除
」・「
半
額
免
除
」・

「
１
／
４
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

免
除
の
条
件
は
、
本
人
・
世
帯
主
・

配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
で
あ
る
こ
と
で
す
。

保
険
料
の
納
付
猶
予
制
度
（
20
歳

以
上
50
歳
未
満
の
人
が
対
象
に
な

り
ま
す
）

　

本
人
・
配
偶
者
の
所
得
が
全
額

免
除
の
範
囲
以
内
で
あ
れ
ば
、
保

険
料
の
納
付
を
猶
予
さ
れ
ま
す
。

申
請
受
付　
７
月
１
日
か
ら
（
平

成
29
年
７
月
か
ら
の
免
除
・
猶

予
申
請
分
）

※　

保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２

年
を
経
過
し
て
い
な
い
期
間

（
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
か
月

前
ま
で
の
期
間
）
の
場
合
は
、

遡
っ
て
免
除
な
ど
を
申
請
で
き

ま
す（
学
生
納
付
特
例
も
同
様
）。

申
請
に
必
要
な
も
の 

・
年
金
手
帳
又
は
基
礎
年
金
番
号

の
記
載
の
あ
る
も
の

・
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
不
可
）

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
又
は

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な

ど
（
失
業
な
ど
に
よ
る
申
請
の

場
合
）

　国民健康保険加入者の医療機関で支払う医療費は、下表の自己負担限度額までとなりま
す。ただし、医療機関の窓口で保険証のほかに、「国民健康保険限度額適用認定証」の提
示が必要となりますので、事前に申請してください。限度額の適用は月ごと、１医療機関
ごとです。

70歳未満の人

所得区分 所得金額（注１） 自己負担限度額（月額）
３回目まで ４回目以降（注２）

上位所得者（ア） 901万円を超える世帯 252,６00円＋
（医療費－842,000円）×１％ 140,100円

上位所得者（イ） ６00万円を超え 
901万円以下の世帯

1６７,400円＋ 
（医療費－558,000円）×１％ 93,000円

一般（ウ） 210万円を超え 
６00万円以下の世帯

80,100円＋ 
（医療費－2６７,000円）×１％ 44,400円

一般（エ） 210万円以下の世帯
（住民税非課税世帯を除く） 5７,６00円 44,400円

住民税非課税世帯（オ）住民税非課税世帯（注３） 35,400円 24,６00円
（注１）所得金額とは、国民健康保険加入者の総所得金額から基礎控除（33万円）を除いた金額です。
（注２）４回目以降とは、過去12か月以内に、同じ世帯で限度額以上の医療費の自己負担が４回以上

あった場合です。
（注３）住民税非課税世帯とは、世帯主と国民健康保険加入者の全員が住民税非課税の世帯です。

　入院したときには、医療費とは別に食事代が必
要となりますが、７0歳未満の住民税非課税世帯
（オ）及び７0歳以上７5歳未満の低所得者Ⅰ・Ⅱに
該当する人は、１食あたり3６0円の食事代が減額
されて次のとおりとなります。

療養病床に入院中の食費・居住費
　療養病床に入院中の６5歳以上の人は、１食あた
り4６0円の食事代が次のとおり減額されます。また、
居住費として１日あたり320円の負担があります
が、10月から１日あたり3７0円となります。
65歳以上75歳未満の人
（後期高齢者医療適用者を除く）

所得区分 食費（１食につき）
住民税非課税世帯（オ）

低所得者Ⅱ 210円

低所得者Ⅰ 130円

　国民健康保険証・印鑑（スタンプ印不可）・世帯
主及び申請者の個人番号カード又は通知カード
※　７月31日㈪まで認定を受けている人が、８月

から引き続き認定を受けるためには、再度申請
が必要です。

70歳未満の人
所得区分 過去１年

入院日数 １食につき

住民税非課税世帯（オ） 90日以下 210円
91日以上 1６0円

70歳以上75歳未満の人（後期高齢者医療適用者を除く）

所得区分 過去１年
入院日数 １食につき

低所得者Ⅱ 90日以下 210円
91日以上 1６0円

低所得者Ⅰ 100円

申請・問い合わせ先　本庁医療保険課国保係（☎�９４１０）

70歳以上75歳未満の人（後期高齢者医療適用者を除く）

所得区分 自己負担限度額（世帯単位）
外来（個人ごと） 外来＋入院

現役並み所得者 
（課税所得額が145万円以上）

７月まで 44,400円 80,100円＋（医療費－2６７,000円）×１％
（４回目以降は44,400円）８月から 5７,６00円

一般 ７月まで 12,000円 ７月まで 44,400円
８月から 14,000円（注１） ８月から 5７,６00円

低所得者Ⅱ（注２） 8,000円 24,６00円
低所得者Ⅰ（注３） 8,000円 15,000円

（注１）１年間（８月～翌７月）の外来の自己負担額の合計額に年間14万４千円の上限が設けられます。
（注２）低所得者Ⅱとは、同じ世帯の世帯主及び国保加入者が住民税非課税の世帯です。
（注３）低所得者Ⅰとは、住民税非課税の世帯で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控

除額を80万円として計算）を差し引いたとき０円となる人です。

医療費自己負担限度額（月額）

入院した場合の食事代

申請に必要なもの

福
祉
医
療
対
象
者
に

医
療
費
を
助
成
し
ま
す

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

の
更
新
手
続
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
の
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す

国民健康保険加入者の窓口負担



広報はまだ：平成29年７月号　　　2425　　　広報はまだ：平成29年７月号

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

まちかど
伝言板

市
営
住
宅

募
集
期
間　
７
月
３
日
㈪
～
14
日
㈮

募
集
住
宅　

【
旭
】　

ニ
ュ
ー
市
木
・
あ
さ
ひ
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
ツ

【
弥
栄
】　

大
坪
住
宅

【
三
隅
】　

若
者
住
宅

※　

募
集
す
る
住
宅
は
、
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

抽
選
日　
７
月
下
旬

入
居
時
期　
８
月
上
旬

問　
旭
・
弥
栄

　

㈲
中
田
工
務
店
（
☎
�
１
２
０
３
）

三
隅　
㈱
コ
ム
サ
（
☎
�
２
９
９
９
）

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅

募
集
期
間　
７
月
18
日
㈫
～
31
日
㈪

募
集
住
宅　
市
営
緑
ヶ
丘
住
宅
・
県

営
二
反
田
団
地
・
県
営
石
原
団
地

※　

募
集
す
る
住
宅
は
、
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

抽
選
日　
８
月
下
旬

入
居
時
期　
９
月
中
旬

問　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
�
０
５
３
５
）

浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

募
集
期
間　
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
住
宅　
小
福
井
・
内
田
・
国
府
・

金
城

問　
浜
田
土
建
㈱（
☎
�
１
４
１
７
）

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

生
活
リ
ズ
ム
の
向
上
や
朝
食
の
欠

食
者
の
減
少
を
目
指
し
、
自
分
で

作
っ
た
朝
ご
は
ん
を
お
い
し
そ
う
に

食
べ
て
い
る
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
ん
で
い
る
人
や

市
内
の
保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
・

学
校
へ
通
っ
て
い
る
人

募
集
す
る
写
真

①　

自
分
で
作
っ
た
朝
ご
は
ん
を
、

お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
る
写
真

②　

大
き
さ
が
Ｌ
版
サ
イ
ズ
の
も
の

※　

小
学
校
低
学
年
以
下
は
、
保
護

者
と
一
緒
に
作
っ
た
朝
ご
は
ん
で

も
よ
い
で
す
。

※　

肖
像
権
な
ど
の
問
題
が
な
く
、

市
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
公
開
で
き

る
も
の
に
限
り
ま
す
。

※　

写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

期
間　
９
月
29
日
㈮
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、写
真
を
１
枚
貼
り
、

持
参
又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
用
紙
は
、
本
庁
地
域
医
療

対
策
課
及
び
各
支
所
市
民
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

応
・
問

・
本
庁
地
域
医
療
対
策
課
保
健
予

防
係
【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地
（
☎
�

９
３
１
１
）】

　

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

浜
田
商
業
高
校

学
生
寮
が
無
く
、
市
外
出
身
者
な

ど
の
自
宅
か
ら
通
学
が
困
難
な
学
生

に
対
し
て
下
宿
先
を
提
供
い
た
だ
け

る
所
を
探
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容

施
設　
個
室
が
望
ま
し
い（
ト
イ
レ
・

浴
室
な
ど
は
家
族
と
共
用
可
）

食
事　
平
日
の
朝
食
と
夕
食
（
昼
の

弁
当
と
土
・
日
曜
日
に
つ
い
て
は

要
相
談
）

家
賃　
光
熱
水
費
込
で
５
万
円
（
弁

当
つ
き
は
６
万
円
）
程
度

期
間　
１
～
３
年
間
程
度

※　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問　
浜
田
商
業
高
等
学
校　

事
務
長

保
村
さ
ん
（
☎
�
０
０
６
４
）

浜
田
水
産
高
校

市
外
出
身
な
ど
学
生
寮
の
入
寮
希

望
者
が
多
く
空
き
が
少
な
い
こ
と
、

ま
た
女
子
寮
が
な
い
こ
と
か
ら
、
下

宿
先
を
提
供
い
た
だ
け
る
所
を
探
し

て
い
ま
す
。

募
集
内
容

施
設　
個
室
が
望
ま
し
い（
ト
イ
レ
・

浴
室
な
ど
は
家
族
と
共
用
可
）

食
事　
平
日
の
朝
食
と
夕
食
（
昼
の

弁
当
と
土
・
日
曜
日
に
つ
い
て
は

要
相
談
）

家
賃　
５
万
円
程
度（
光
熱
水
費
別
）

期
間　
で
き
る
だ
け
長
期
間

※　

募
集
内
容
と
異
な
る
場
合
で
も

相
談
に
応
じ
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
浜
田
水
産
高
等
学
校　

教
頭　

酒
井
さ
ん
（
☎
�
３
０
９
８
）

対
象　
高
校
生
以
上
で
、
９
月
か
ら

週
２
回
午
後
７
時
～
９
時
30
分
の

稽
古
に
参
加
で
き
る
人

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
無
料

申
込
締
切
日　
８
月
15
日
㈫

申
込
方
法　

応
募
用
紙
に
記
入
の

上
、
石
央
文
化
ホ
ー
ル
へ
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
用
紙
は
石
央
文
化
ホ
ー
ル

に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

http://fish.m
iracle.ne.jp/ham

abun/

上
演
日
（
２
回
上
映
）

①　

平
成
30
年
３
月
24
日
㈯

　

開
場　

午
後
６
時　

　

開
演　

午
後
６
時
30
分

②　

平
成
30
年
３
月
25
日
㈰

　

開
場　

午
後
１
時

　

開
演　

午
後
１
時
30
分

問　
「
コ
ー
ヒ
ー
と
共
に
生
き
た
男

～
三
浦
義
武
」
上
演
実
行
委
員
会

　

岩
町
功
さ
ん
（
☎
�
２
７
３
９
）

国際交流員コラム

　ある国の寿司屋で人気のフルーツ寿司が日本
の本場の味と思われ、おいしく食べられている
ことに、日本人が仰天したという番組を見まし
た。では、皆さんは中華料理をどのように考え
ていますか？
　中華料理と言うと、皆さんはまず麻婆豆腐
を思い浮かべるでしょう。日本では極めてメ
ジャーな中華料理ですが、中国では四

し

川
せ ん

の地方
料理の１つにすぎません。四川料理専門店に行
かないと食べられないので、中国人の家庭料理
とはとても言えません。日本での人気ぶりは中
国人を驚かせます。しかも、日本の麻婆豆腐は
日本人の舌に合わせた塩辛い味で、唐辛子と花

か

椒
しょう

で作る本場の香ばしい激辛なものとは全く別
物です。
　もう１つ私が驚愕したのは、ラーメンと焼き
餃子、チャーハンのセットです。この３品は中
国ではそれぞれ主食として食べられています。
三大主食を一緒に食べることは、お米大好きな
日本人ならではの発想です。また、ラーメンは
中国で「拉

ら

面
みぇん

」と呼び、「拉
ら

」は引っ張るとい
う意味で、中国のラーメン屋では引っ張って細

長くした手作りの麺を使うことが普通です。そ
して、中国には水餃子・焼き餃子・蒸し餃子の
３種類があります。具材の種類は実に豊富で、
セロリ・ピーマン・大根・イカなど何でも入れ
ます。故郷の栄成市独特のサワラ餃子が私のお
気に入りです。ニンニクはもちろん使いますが、
具としてではなく、おろして酢と醤油のたれに
加えます。
　ほかにも、天津で発祥したと思われがちの天
津飯も実は天津に存在しておらず、エビチリも
日本人が豆板醤の辛味に慣れていなかったこと
からアレンジして作られた日本式中華料理で
す。
　外国の文化を日本流にアレンジする日本人の
得意技は中華料理に存分に使われています。で
すから、もし皆さんが中国で麻婆豆腐を注文す
ると、唇がしびれるぐらいの物が出てくるかも
しれませんよ。

中華料理＝中国人の家庭料理？

于
う

　清
せ い

　

※　

免
除
又
は
猶
予
さ
れ
た
保
険

料
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後

か
ら
追
納
し
て
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
額
を
満
額
に
近
づ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※　

６
月
号
掲
載
の
納
付
猶
予
制

度
の
対
象
者
年
齢
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、
20
歳

以
上
50
歳
未
満
で
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

・
浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
０
）

・
本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
の

に
必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）

が
、「
25
年
」
か
ら
「
10
年
」
に

短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
人
に
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
黄
色
の
封
筒
（
Ａ
４
サ

イ
ズ
）
を
郵
送
し
て
い
ま
す
（
平

成
29
年
２
月
下
旬
～
７
月
上
旬
）。

「
年
金
請
求
書
（
短
縮
用
）」
が

届
き
ま
し
た
ら
、
電
話
に
よ
る
予

約
の
上
、
年
金
事
務
所
な
ど
で
手

続
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
平
成
29
年
８
月
１
日
時
点

で
、
資
格
期
間
が
10
年
以
上
25

年
未
満
の
人

問
い
合
わ
せ
先　

・
浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
０
）

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
�
１
１
６
５
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

募

集

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

元
気
な
浜
田
は
朝
ご
は
ん
か
ら

「
我
が
家
の
お
い
し
い

　
　
朝
ご
は
ん
」
の
写
真

高
校
生
の
下
宿
先

住
民
参
加
創
作
劇
「
コ
ー
ヒ
ー
と

共
に
生
き
た
男
～
三
浦
義
武
」

ス
タ
ッ
フ
・
キ
ャ
ス
ト
・

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
募
集

年
金
請
求
書
の
手
続
漏
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
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就
職
し
た
い
が
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い

な
ど
、
就
職
活
動
に
行
き
詰
ま
っ
て

い
る
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
個
別
相
談

も
行
い
ま
す
。

日　
８
月
１
日
㈫

午
前
９
時
～
正
午

場　
い
わ
み
ー
る　

会
議
室
１

講
師　

越
野
由
美
子
さ
ん
（
２
級

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

技
能
士
）

内
容

　

第
１
講
座
「
準
備
と
行
動
」

　

第
２
講
座
「
応
募
書
類
の
作
成
」

　

第
３
講
座
「
面
接
Ｑ
＆
Ａ
」

定　
先
着
20
人

料　
無
料

申
・
問　
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
仕
事
セ

ン
タ
ー
浜
田
（
☎
�
５
１
１
１
）

　

土
地
の
表
題
・
分
筆
・
合
筆
・
地

目
変
更
・
地
積
更
正
の
登
記
、
土
地

の
境
界
の
問
題
、
建
物
の
新
築
・
増

改
築
に
伴
う
表
示
に
関
す
る
登
記
な

ど
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

日　
７
月
31
日
㈪

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場　
浜
田
公
民
館

料　
無
料

問　
島
根
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
３
５
２
０
）

　

く
ら
し
・
仕
事
で
発
生
す
る
様
々

な
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、
電
話
・
面

談
で
何
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

日　
７
月
20
日
㈭
・
21
日
㈮

午
前
11
時
～
午
後
６
時

電
話
相
談
（
☎
０
１
２
０
‐
５
０
６

‐
６
２
９
）

面
談
相
談
（
要
予
約
）

場　
中
国
労
働
金
庫
浜
田
支
店
２
階

会
議
室

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
島
根

（
☎
０
１
２
０-

１
５
４-

０
５
２
）

夏
季
短
期
教
室

対
象　
25
ｍ
を
泳
げ
な
い
子
ど
も

日　
（
各
４
日
間
）

　

第
１
回　

７
月
25
日
㈫
～
28
日
㈮

　

第
２
回　

８
月
１
日
㈫
～
４
日
㈮

時
間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

定　
各
回
先
着
40
人

料　
６
、
０
０
０
円

受
付
開
始
日　
７
月
１
日
㈯
～

※　

無
料
送
迎
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

※　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

プ
ー
ル
日
曜
日
一
般
開
放

夏
季
は
日
曜
日
も
利
用
で
き
ま
す
。

日　
７
月
９
日
㈰
～
８
月
2７
日
㈰
の

各
日
曜
日（
８
月
13
日
㈰
は
休
み
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

無
料
開
放

日　
７
月
1６
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
４
時

料　
無
料

※　

小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

盆
子
原
さ
ん
・
大
濵
さ
ん

（
☎
�
０
２
３
０
）

浜田国際交流協会　国際交流教室・語学教室
講座 日時 場所 定員 料金 申込締切日

韓国語講座
～初級Ⅱ～

７月18日・25日・９月５日・12日・19日・2６日・
10月３日・1７日・24日・31日
　午後７時～８時30分　　　　　　　（各火曜日）

浜田公民館 15人 会員　　　1,000円
非会員　2,000円 ７月13日㈭

※　前回４月開始の講座で使用したテキストを持ってない人はテキスト代1,29６円が別途必要です。

韓国語講座
～中級Ⅱ～

７月18日・25日・９月５日・12日・19日・2６日・
10月３日・1７日・24日・31日
　午後４時～５時30分　　　　　　　（各火曜日）

浜田公民館 15人 会員　　　1,000円
非会員　2,000円 ７月13日㈭

于
う

清
せ い

の
中国語講座

～入門編Ⅱ～

７月2７日・８月３日・10日・24日・31日・
９月７日・14日・10月５日・12日・19日
　午後１時30分～３時　　　　　　　（各木曜日）

浜田公民館 15人 会員　　　1,000円
非会員　2,000円 ７月25日㈫

※　テキスト代1,500円程度が別途必要です。

于清の
中国語講座

～初級編Ⅱ～

７月2７日・８月３日・10日・24日・31日・
９月７日・14日・10月５日・12日・19日
　午後７時～８時30分　　　　　　　（各木曜日）

浜田公民館 15人 会員　　　1,000円
非会員　2,000円 ７月25日㈫

※　テキスト代1,500円程度が別途必要です。

Ｐａｍの
英語講座

～初級Ⅱ～

昼の部　午後１時30分～３時　
７月2６日・８月９日・９月13日・2７日・10月11日
夜の部　午後７時～８時30分
８月２日・９月６日・20日・10月４日・18日

　　　　　（各水曜日）

石見公民館 15人 会員　　　　　500円
非会員　1,000円 ７月24日㈪

Ｐａｍの
英語講座

～中級Ⅱ～

昼の部　午後１時30分～３時
８月２日・９月６日・20日・10月４日・18日
夜の部　午後７時～８時30分
７月2６日・８月９日・９月13日・2７日・10月11日

　　　　　　　（各水曜日）

石見公民館 10人 会員　　　　　500円
非会員　1,000円 ７月24日㈪

申込方法　電話で申し込んでください。　　　　　　　　申込み・問い合わせ先　浜田国際交流協会（☎�１２４１）

日　
７
月
６
日
㈭

午
前
９
時
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

参
加
予
定
機
関　
松
江
地
方
法
務
局

　

・
浜
田
河
川
国
道
事
務
所
・
島
根

県
・
浜
田
市
・
浜
田
年
金
事
務
所
・

弁
護
士
・
司
法
書
士
・
行
政
書
士
・

土
地
家
屋
調
査
士
・
行
政
相
談
委

員
・
島
根
行
政
評
価
事
務
所

※　

弁
護
士
へ
の
相
談
は
、
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す
。

料　
無
料

問　
島
根
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相

談
課（
☎
０
８
５
２
�
３
６
３
０
）

　

聴
覚
障
が
い
者
が
年
金
相
談
を
利

用
し
や
す
く
す
る
た
め
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
協
力
し
、
手
話
に
よ
る
年

金
相
談
（
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
に

関
す
る
こ
と
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　
聴
覚
障
が
い
者
で
手
話
の
で

き
る
人

日　
毎
月
第
４
木
曜
日
（
要
予
約
）

午
後
１
時
～
４
時

場　
浜
田
年
金
事
務
所

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
０
・
▢ＦＡＸ
�
０
４
４
２
）

　

認
知
症
の
人
や
家
族
な
ど
、
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
心
安
ら
ぐ
場
所

で
、
楽
し
い
時
間
を
共
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

日　
毎
月
第
１
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
杉
原
布
団
店
（
長
浜
町
）

料　
２
０
０
円
（
茶
菓
子
代
）

問　
カ
フ
ェ
す
ぎ
は
ら　

杉
原
さ
ん

（
☎
�
０
４
９
０
）

　

日
本
遺
族
会
で
は
、
旧
戦
域
を
訪

れ
て
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、

現
地
の
住
民
と
友
好
親
善
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
慰
霊
友
好
親
善

事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　
戦
没
者
の
遺
児

料　
10
万
円

※　

集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通
費

な
ど
は
、自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

※　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
遺
族
連
合
会

　

（
☎
０
８
５
２
�
４
０
２
５
）

実施地域及び実施期間

実施地域 実施予定時期 実施期間 募集人員 
（全国） 申込締切日

西部ニューギニア ９月25日㈪～10月４日㈬ ９泊10日 35人 ７月25日㈫
マリアナ諸島 10月２日㈪～８日㈰ ６泊７日 40人 ８月２日㈬
東部ニューギニア（１次） 10月11日㈬～18日㈬ ７泊８日 40人 ８月10日㈭
トラック・パラオ諸島 10月14日㈯～21日㈯ ７泊８日 40人 ８月18日㈮
北ボルネオ・マレー半島 10月24日㈫～11月２日㈭ ９泊10日 20人 ８月23日㈬
フィリピン（１次） 11月１日㈬～８日㈬ ７泊８日 120人 ９月１日㈮
ソロモン諸島 11月15日㈬～22日㈬ ７泊８日 20人 ９月15日㈮
ミャンマー（１次） 11月2７日㈪～12月６日㈬ ９泊10日 ６0人 ９月2７日㈬
西部ニューギニア 平成30年１月18日㈭～2７日㈯ ９泊10日 3６人 11月1７日㈮
台湾・バシー海峡 平成30年２月１日㈭～７日㈬ ６泊７日 20人 12月１日㈮
ビスマーク諸島 平成30年２月７日㈬～14日㈬ ７泊８日 3６人 12月７日㈭
東部ニューギニア（２次） 平成30年２月７日㈬～14日㈬ ７泊８日 42人 12月７日㈭
ミャンマー（２次） 平成30年２月2６日㈪～３月７日㈬ ９泊10日 ６0人 12月22日㈮
マーシャル・ギルバート諸島 平成30年３月10日㈯～18日㈰ ８泊９日 3６人 11月10日㈮
フィリピン（２次） 平成30年３月13日㈫～20日㈫ ７泊８日 120人 平成30年１月12日㈮
中国 平成30年３月22日㈭～30日㈮ ８泊９日 80人 平成30年１月22日㈪

日　
７
月
22
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度)

集
合
場
所　
マ
リ
ン
大
橋
入
口
付
近

清
掃
場
所　
マ
リ
ン
大
橋
周
辺
と
宮

の
浦

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

　

４
４
‐
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

土
地
家
屋
調
査
士
の
日

無
料
登
記
相
談

「
く
ら
し･

仕
事
」

悩
み
事 

出
張
相
談
会
in
浜
田

教
室
・
講
座

浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

夏
季
短
期
教
室

　
一
般
開
放
・
無
料
開
放

相

談

浜
田
合
同
行
政
相
談
所

手
話
に
よ
る
年
金
相
談

認
知
症
カ
フ
ェ

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
の
参
加
者
募
集

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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石
州
半
紙
技
術
者
会
に
よ
る
、
紙

漉
き
・
も
の
づ
く
り
体
験
を
開
催
し

ま
す
。

日　
７
月
９
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※　

お
好
き
な
時
間
に
お
こ
し
く
だ

さ
い
。

場　
石
州
和
紙
会
館

講
師　
西
田
製
紙
所

料　
紙
漉
き
体
験
（
ハ
ガ
キ
２
枚
）

５
４
０
円

　

紙
漉
き
体
験（
Ａ
３
サ
イ
ズ
１
枚
）

１
、
２
９
０
円

　

お
手
軽
料
紙
作
り　
　

５
０
０
円

　

う
ち
わ
づ
く
り　

プ
ラ
２
０
０
円

竹
５
０
０
円

（
高
校
生
以
下
は
プ
ラ
１
０
０
円
）

　

灯
ろ
う
づ
く
り　
　
　

３
０
０
円

（
高
校
生
以
下
は
１
０
０
円
）

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
�
４
１
７
０
）

高
次
脳
機
能
障
が
い
者
へ
の
支
援

に
つ
い
て
、
教
育
・
保
健
・
福
祉
・

行
政
関
係
者
に
普
及
啓
発
を
図
り
、

高
次
脳
機
能
障
が
い
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
７
月
13
日
㈭

午
後
２
時
～
４
時

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料　
無
料

問　
西
部
島
根
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
支
援
科　

藤
田
さ
ん

（
☎
０
８
５
５
�
２
４
４
２
）

も
う
一
度
、
介
護
の
基
礎
を
学
び

な
お
し
ま
せ
ん
か
。
介
護
の
現
場
で

必
要
な
技
術
を
、
分
か
り
や
す
く
楽

し
く
学
べ
ま
す
。
職
場
見
学
・
体
験

も
で
き
ま
す
。

対
象　
介
護
に
関
心
の
あ
る
人
、
こ

れ
か
ら
介
護
職
を
希
望
す
る
人

日　
７
月
13
日
㈭
・
14
日
㈮

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る

定　
20
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
７
日
㈮

※　

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

ま
す
。
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
石

見
分
室
（
☎
�
９
３
４
０
）

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
遠

慮
な
く
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
７
月
15
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

　

事
務
局
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２

　

‐
５
９
６
０
）

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ン(

音
楽

的
道
化
師)

と
し
て
世
界
中
を
飛
び

回
る「
ま
し
ゅ
＆
Ｋ
ｅ
ｉ
」と
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ベ
ル
を
親
子
で
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
ク
ラ
ウ
ン
の
２
人
が
愉

快
に
楽
し
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

対
象　
年
長
～
小
学
校
３
年
生
と
保

護
者

日　
７
月
15
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る
体
育
室

定　
30
人
程
度

料　
１
世
帯　

５
０
０
円

　
　

会
員　
　
　

無
料

申
込
方
法　
電
話
又
は
保
護
者
の
名

前
と
子
ど
も
の
年
齢
を
記
入
し

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問　
浜
田
お
や
こ
劇
場

（
☎
�
６
３
９
６
）

E-m
ail:oyako-chan@

h8.dion.ne.jp

　

日
本
国
有
鉄
道
に
勤
務
の
38
年
間

に
収
集
さ
れ
、
そ
の
後
資
料
館
に
寄

贈
さ
れ
た
故
・
泉
忠
敬
さ
ん
の
Ｓ
Ｌ

写
真
パ
ネ
ル
な
ど
の
資
料
を
中
心
に

多
数
展
示
し
ま
す
。

日　
７
月
１
日
㈯
～
８
月
31
日
㈭

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
月
曜
日
及
び
祝
日
の
翌
日

場　
浜
田
郷
土
資
料
館

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

　

大
気
と
真
空
の
科
学
、
飛
ぶ
科
学

な
ど
宇
宙
教
材
を
使
っ
て
、
実
験
を

行
っ
て
宇
宙
を
体
験
し
ま
す
。ま
た
、

ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
を
紙
で
工
作
し

て
、
よ
り
遠
く
飛
ば
す
方
法
を
考
え

ま
す
。

対
象　
小
学
校
３
年
生
～
中
学
校
３

年
生

日　
７
月
1６
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　
い
わ
み
ー
る

定　
先
着
50
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
８
日
㈯

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
次
の
申
込
先
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申　

三
保
公
民
館（
▢ＦＡＸ
�
０
６
７
８
）

　

三
隅
の
星
を
観
る
会　

金
本
晶
さ

ん
（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
０
２
６
）

Em
ail:kaneshom

isum
i@

gm
ail.com

問　
三
隅
の
星
を
観
る
会　

金
本
晶

さ
ん
（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
０
２
６
）

紺
屋
町
商
店
街

神
楽
上
演
や
金
魚
す
く
い
、
各
種

屋
台
な
ど
の
出
店
を
行
い
ま
す
。

日　
７
月
８
日
㈯
・
15
日
㈯
・
22
日

㈯
（
雨
天
中
止
）

午
後
７
時
～
９
時
30
分

場　
こ
ん
や
ま
ち
商
店
街
ふ
れ
あ
い

ロ
ー
ド
（
歩
行
者
天
国
）

問　
段
原
酒
店
（
☎
�
０
３
２
３
）

新
町
商
店
街

神
楽
上
演
や
金
魚
す
く
い
、
各
種

屋
台
な
ど
の
出
店
を
行
い
ま
す
。

日　
７
月
22
日
㈯
・
29
日
㈯
（
雨
天

中
止
）
午
後
７
時
～
９
時
30
分

場　
新
町
通
り
（
歩
行
者
天
国
）

問　
平
野
屋
（
☎
�
０
２
３
６
）

銀
天
街

神
楽
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
を
開
催

し
ま
す
。
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
大
蛇

の
上
演
や
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
を
行
い
ま
す
。

※　

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

日　
７
月
29
日
㈯
（
雨
天
中
止
）

午
後
４
時
～
11
時

場　
浜
田
駅
前
銀
天
街
ど
ん
ち
っ
ち

タ
ウ
ン
周
辺
（
歩
行
者
天
国
）

問　
佐
古
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
７

１
０
‐
３
９
７
９
）

殿
町
商
店
街

「
さ
ま
ー
イ
ン
と
の
ま
ち
」
を
開

催
し
ま
す
。
石
見
神
楽
の
上
演
な
ど

を
行
い
ま
す
。

日　
７
月
30
日
㈰
（
小
雨
決
行
・
雨

天
中
止
）

午
後
６
時
～
９
時
30
分

場　
石
神
社
境
内
（
旧
浜
田
警
察
署

横
）

問　
ポ
ム
・
ア
ン
・
ク
ル
ー
ト

（
☎
�
５
５
３
１
）

会
員
の
サ
ロ
ン
活
動
の
発
表
及
び

地
域
の
人
と
の
交
流
の
場
と
し
て
バ

ザ
ー
、
喫
茶
を
行
い
ま
す
。

日　
７
月
８
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
ひ
だ
ま
り
ふ
っ
く
ら
（
新
町
）

問　
ひ
だ
ま
り
ふ
っ
く
ら

（
☎
�
１
３
５
７
）

　

山
野
、
海
、
川
、
自
然
豊
か
な
国

府
路
で
良
い
汗
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
７
月
９
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午
（
小
雨
決
行
）

受
付　
午
前
９
時
30
分
～

集
合
場
所　
国
府
公
民
館

コ
ー
ス　
４
㎞
・
６
㎞

料　
２
０
０
円

※　

飲
物
・
タ
オ
ル
・
帽
子
な
ど
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
７
月
５
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

※　

小
学
校
２
年
生
以
下
は
、
保
護

者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

・
国
府
公
民
館
（
☎
�
１
２
７
０
）

・
浜
田
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会　

西

川
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
９
５
０
７

‐
１
７
５
５
）

　

初
心
者
を
対
象
に
、
一
般
事
務
に

必
要
な
パ
ソ
コ
ン
操
作（
文
書
作
成
・

表
計
算
な
ど
）、
経
理
事
務
（
簿
記
・

会
計
ソ
フ
ト
な
ど
）
の
実
践
的
な
知

識
・
技
能
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
職
業
人
と

し
て
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
を
身
に
付

け
ま
す
。

入
校
検
定
日　
８
月
24
日
㈭

検
定
場
所　
浜
田
合
同
庁
舎
５
階　

中
会
議
室

選
抜
方
法　
筆
記
試
験
（
国
語
・
数

学
）・
面
接
試
験

定　
15
人

受
講
料　
無
料

テ
キ
ス
ト
代
な
ど

１
６
、
０
０
０
円
程
度

訓
練
期
間

９
月
５
日
㈫
～
12
月
28
日
㈭

訓
練
場
所

　

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根

７
・
８
月
は
無
料
体
験
で
き
ま
す
。

韓
流
ド
ラ
マ
・
Ｋ
‐
Ｐ
Ｏ
Ｐ
・
韓
国

料
理
に
興
味
の
あ
る
人
、
仲
間
づ
く

り
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
韓
国
語
を
学

び
ま
せ
ん
か
。

日　
毎
週
水
曜
日

　

初
級　

午
後
６
時
～
７
時
30
分

　

中
級　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場　
周
布
公
民
館

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
周
布
公
民
館

（
☎
�
０
０
５
８
）

農
業
に
興
味
は
あ
る
が
経
験
が
少

な
い
人
で
、
営
農
や
Ｊ
Ａ
の
産
直
市

場
へ
の
出
荷
を
目
指
す
人
を
対
象
に

営
農
塾
を
開
校
し
ま
す
。
種
ま
き
や

圃
場
管
理
か
ら
収
穫
ま
で
、
基
礎
講

座
と
圃
場
で
の
体
験
実
習
を
と
お
し

て
学
び
ま
す
。
初
心
者
や
農
地
が
な

い
人
も
歓
迎
し
ま
す
。

期
間　
９
月
～
平
成
30
年
８
月
の
毎

月
２
回
程
度　

場　
内
村
町

定　
15
人

※　

申
込
者
多
数
の
場
合
は
選
考
と

し
ま
す
。

料　
年
会
費
２
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
７
月
14
日
㈮

申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央

地
区
本
部　

営
農
経
済
部
営
農
企

画
課
（
☎
�
８
８
１
２
・
▢ＦＡＸ
�

０
６
７
９
）

E
-m

a
il:n

-k
o

u
n

o
.iw

c@
ja

-
shim

ane.gr.jp

申
込
締
切
日　
８
月
15
日
㈫

申
込
方
法　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
相
談
の
上
、
入
校
願
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

入
校
願
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

あ
り
ま
す
。

問　
西
部
高
等
技
術
校
総
務
企
画
課

（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

紙
漉
き
・
も
の
づ
く
り
体
験

２
０
１
７ 

～
第
３
弾
～

浜
田
圏
域
高
次
脳
機
能

障
が
い
者
支
援
研
修
会

介
護
の
入
門
的
研
修

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

　
　
　
　
亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

浜
田
お
や
こ
劇
場

「
ま
し
ゅ
＆
Ｋ
ｅ
ｉ
と
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ベ
ル
で
遊
ぼ
う
♪
」

山
陰
本
線
・
石
見
の
Ｓ
Ｌ
展

コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ

イ
ベ
ン
ト

浜
田
市
商
店
街　
土
曜
夜
市

ひ
だ
ま
り
ふ
っ
く
ら
祭
り

健
康
ウ
ォ
ー
ク
in
国
府

西
部
高
等
技
術
校

ビ
ジ
ネ
ス
情
報・基
礎
科

韓
国
語
教
室
無
料
体
験
会

き
ん
さ
い
市
場
営
農
塾
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石
峰
＆
抱
月
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る

金
城
町
波
佐
を
「
地
域
ま
る
ご
と
博

物
館
」
と
し
て
、
歩
き
な
が
ら
体
験

学
習
を
す
る
探
検
隊
リ
レ
ー
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
第
２
回
は
「
た
た
ら

製
鉄
遺
跡
」
を
観
て
歩
き
ま
す
。

日　
７
月
22
日
㈯
（
雨
天
決
行
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

集
合
場
所　
波
佐
公
民
館
（
と
き
わ

会
館
）

料　
５
０
０
円
（
資
料
代
な
ど
）

※　

山
歩
き
が
で
き
る
服
装
で
、
弁

当
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
石
峰
＆
抱
月
の
ふ
る
さ
と
「
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー
」
協
議
会

　

隅
田
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９

７
‐
２
８
１
８
）

浜
田
の
石
見
神
楽
講
習
会

浜
田
の
石
見
神
楽
を
楽
し
く
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か
ら
見
る
石

見
神
楽
を
、
よ
り
一
層
楽
し
く
観
賞

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
石
見
神
楽
検

定
試
験
の
勉
強
と
し
て
も
有
効
で
す
。

日　
７
月
22
日
㈯　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

①
演
題　
石
見
神
楽
面
の
技
法
と
そ

の
歩
み
に
つ
い
て

講
師　
柿
田
勝
郎
さ
ん
（
柿
田
勝
郎

面
工
房
代
表
）

②
演
題　
浜
田
の
石
見
神
楽
の
特
徴
、

演
目
、
採
り
物
に
つ
い
て

講
師　
日
高
均
さ
ん
（
西
村
神
楽
社

中
代
表
）

③
石
見
神
楽
上
演
（
30
分
程
度
）

料　
無
料

※　

テ
キ
ス
ト
と
し
て
「
ガ
イ
ド
ブ

　

ッ
ク
浜
田
の
石
見
神
楽
」（
定
価

１
、
９
４
４
円
）
を
使
用
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
７
月
19
日
㈬

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※　

申
込
書
は
、
浜
田
商
工
会
議
所

に
あ
り
ま
す
。

浜
田
の
石
見
神
楽
検
定
試
験

受
験
区
分

・
一
般
の
部　

年
齢
制
限
な
し

・
子
ど
も
の
部　

中
学
生
以
下

日　
８
月
2７
日
㈰　

午
後
１
時
～

受
付　
午
後
０
時
30
分
～

・
一
般
の
部　
　

90
分

・
子
ど
も
の
部　

６0
分

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

試
験
内
容　
浜
田
の
石
見
神
楽
に
つ

い
て
の
基
本
的
な
事
項

※　

主
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
浜
田
の

石
見
神
楽
」
か
ら
出
題
し
ま
す
。

選
択
方
式
・
○
×
方
式
・
部
分

記
入
方
式
で
１
０
０
問
以
内
で
す

（
子
ど
も
の
部
は
○
×
方
式
で
50

問
）。
正
答
率
７0
％
以
上
で
合
格

と
な
り
ま
す
。

料　○
一
般
の
部

・
大
人　
　
　
　
　

２
、
０
０
０
円

・
高
校
生
以
下　
　

１
、
０
０
０
円

○
子
ど
も
の
部　
　
　
　

５
０
０
円

申
込
締
切
日　
７
月
28
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
受
験
料
を
添
え
て
、

直
接
又
は
現
金
書
留
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
浜
田
商
工
会
議
所

に
あ
り
ま
す
。

※　

申
込
み
し
た
人
に
は
受
験
票
を

送
付
し
ま
す
。
８
月
10
日
㈭
ま
で

に
受
験
票
が
届
か
な
い
場
合
は
、

必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

試
験
に
は
受
験
票
・
筆
記
用
具
・

身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
浜
田
商
工
会
議
所
総
務
課

　
【
〒
６
９
７
‐
０
０
２
７　

浜
田

　

市
殿
町
１
２
４
‐
２
（
☎
�
３
０

　

２
５
）】

成
長
期
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
健
全
な
食
生
活
は
、
健
康
な

心
身
を
育
む
た
め
、
そ
し
て
将
来
の

食
習
慣
を
身
に
付
け
る
た
め
に
極
め

て
重
要
で
す
。
望
ま
し
い
食
習
慣
の

基
礎
づ
く
り
の
参
考
に
し
て
い
た
だ

く
た
め
親
子
給
食
会
を
開
催
し
ま
す
。

裸
婦
写
生
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
18
歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）

日　
７
月
22
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
10
分

７
月
23
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
２
時
40
分

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

料　
６
、
５
０
０
円

講
師　
北
本
雅
己
さ
ん（
日
展
会
員
・

東
光
会
理
事
）

申
込
締
切
日　
７
月
14
日
㈮

申
込
方
法　
は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

床
を
汚
さ
な
い
た
め
の
敷
物
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
東
光
会
山
陰
支
部
山
光
会

近
藤
隆
夫
さ
ん
【
〒
６
９
７
‐

０
０
５
２　

浜
田
市
港
町
1６
番
地

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
５
９
２
４
）】

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
時
代
、
認

知
症
は
身
近
な
病
気
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
改
め
て
、
認
知
症
と
は
ど
の

よ
う
な
症
状
を
来
た
し
、
ど
の
よ
う

に
予
防
・
対
応
し
て
い
け
ば
良
い
の

か
、ク
イ
ズ
形
式
で
お
話
し
し
ま
す
。

日　
７
月
18
日
㈫

　

午
後
６
時
～
７
時

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　

認
知
症
っ
て
な
ん
だ
ろ

う
？　

～
認
知
症
を
来
た
す
病
気

と
予
防
・
対
応
に
つ
い
て
～

碧
い
石
見
の
芸
術
祭
２
０
１
７
関

連
イ
ベ
ン
ト
で
募
集
し
た
、
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
で
あ
る
「
石
州
半

紙
」
を
含
む
石
州
和
紙
を
使
っ
た
う

ち
わ
展
を
開
催
し
ま
す
。

日　
７
月
18
日
㈫
～
９
月
10
日
㈰

場　
ア
ク
ア
み
す
み

料　
無
料

問　
芸
術
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
実
行
委
員
会
（
☎
�
０
０
９
８
）

「
ご
縁
」
ル
ー
ム

～
結
婚
と
い
う
同
じ
目
的
を
持
つ
男

女
が
気
軽
に
集
ま
る
場
所
～

話
を
す
る
の
は
苦
手
だ
け
ど
色
々

な
人
の
お
話
は
聞
い
て
み
た
い
と
い

う
人
に
お
勧
め
で
す
。

対
象　
島
根
県
在
住
の
28
歳
～
42
歳

の
独
身
男
女

日　
７
月
21
日
㈮

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

※　

開
催
時
間
中
は
自
由
に
入
退
室

で
き
ま
す
。

場　
い
わ
み
ー
る
２
階　

会
議
室
１

料　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
20
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

お
友
達
か
ら
は
じ
め
よ
う

大
人
数
が
苦
手
な
人
に
お
勧
め
で

す
。お
友
達
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
島
根
県
在
住
の
50
歳
以
上
の

独
身
男
女

日　
８
月
13
日
㈰

　

午
後
１
時
～
３
時

受
付　
午
後
０
時
45
分

場　
い
わ
み
ー
る　

１
０
１
研
修
室

定　
男
女
各
６
人
程
度

※　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
ま
す
。

料　
５
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
・
お
菓
子
）

申
込
締
切
日　
８
月
６
日
㈰

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
し
ま
ね
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
浜
田
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
１
１
５
０
）

い
よ
い
よ
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
の
到

来
で
す
。
次
の
と
お
り
海
水
浴
場
を

設
置
し
ま
す
。
期
間
中
は
各
種
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

海
開
き

期
間　
７
月
1６
日
㈰
～
８
月
20
日
㈰

※　

７
月
1６
日
㈰
午
前
９
時
30
分
か

ら
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま
す
。

場　
国
府
海
水
浴
場

注
意　
大
雨
・
暴
風
・
波
浪
警
報
が

発
表
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
安
全
に

遊
泳
が
で
き
な
い
と
判
断
し
た
場

合
は
遊
泳
を
禁
止
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
安
全
な
海
水
浴
に
協
力

し
て
く
だ
さ
い
。

問　
浜
田
市
観
光
協
会

（
☎
�
１
０
８
５
）

キ
ッ
ズ
サ
ー
フ
ィ
ン
・

ボ
デ
ィ
ボ
ー
ド
ス
ク
ー
ル

対
象　
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日　
７
月
1６
日
㈰

午
後
１
時
～
３
時

定　
50
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
９
日
㈰

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

保
険
は
浜
田
サ
ー
フ
ィ
ン
協
会

が
加
入
し
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
サ
ー
フ
ィ
ン
協
会

波
多
野
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
４
６

５
２
‐
７
０
８
６
）

石
見
・
海
フ
ェ
ス
in
国
府
海
岸

　
「
海
」
を
テ
ー
マ
に
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
や
各
種
体
験
、地
元
特
産
品
・

グ
ル
メ
の
販
売
を
し
ま
す
。

日　
７
月
1６
日
㈰

　

正
午
～
午
後
７
時

場　
国
府
海
岸
周
辺

問　

lani kokuhu kai
E-m

ail:iw
am

i.um
ifes@

gm
ail.com

「
学
び
・
健
や
か
・
暮
ら
し
い
き

い
き
」
を
テ
ー
マ
に
生
涯
を
過
ご
せ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
集
い
を

開
催
し
ま
す
。
団
体
の
活
動
報
告
や

寸
劇
、
体
操
、
各
種
健
康
測
定
を
行

い
ま
す
。

日　
７
月
1６
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

場　
弥
栄
会
館

料　
無
料

問　
弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
窓

口
係
（
☎
�
２
６
５
６
）

旭
町
市
木
の
越
木
周
辺
で
街
並
み

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
江
戸

時
代
の
広
島
街
道
や
明
治
時
代
以
降
、

物
資
集
散
の
中
継
地
と
し
て
栄
え
た

集
落
の
変
貌
を
訪
ね
て
歩
き
ま
す
。

日　
７
月
1６
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

午
前
９
時
～
正
午
頃

集
合
場
所　
市
役
所
旭
支
所
前

料　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
14
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
建
築
士
会
浜
田
支
部

（
☎
�
０
９
９
３
）

講
師　
浜
口
美
穂
さ
ん
（
浜
田
医
療

セ
ン
タ
ー
認
知
症
看
護
認
定
看
護

師
）

問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
課

（
☎
�
０
５
０
５
）

内
容　
幼
児
と
保
護
者
に
分
か
れ
、

栄
養
教
諭
が
お
話
を
し
ま
す
。
話

の
後
は
、
小
学
校
低
学
年
用
の
給

食
を
食
べ
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
平
成
30
年
度
小

学
校
入
学
予
定
の
幼
児
と
そ
の
保

護
者

日　
７
月
22
日
㈯

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場　
浜
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

定　
35
組

料　
１
組
５
０
０
円
（
幼
児
と
保
護

者
一
人
ず
つ
の
場
合
）

申
込
締
切
日　
７
月
10
日
㈪　

正
午

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。　

申
・
問　
浜
田
市
学
校
給
食
会

（
☎
�
８
６
０
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

学
べ
る
博
物
館
探
検
隊

リ
レ
ー
講
座

～
知
れ
ば
倍
増
！
神
楽
の
魅
力
～

浜
田
の
石
見
神
楽

講
習
会
・
検
定
試
験

親
子
給
食
会

山
光
会
浜
田
洋
画
講
習
会

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座

石
州
和
紙
う
ち
わ
ア
ー
ト
展

し
ま
ね
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

婚
活
イ
ベ
ン
ト

国
府
海
水
浴
場
海
開
き

生
涯
学
習
と

　
　
　
健
康
福
祉
の
集
い

第
25
回

わ
が
街
並
み
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

第
１
７
９
回

ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行
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三
瓶
自
然
館
サ
ヒ
メ
ル
の
学
芸
員

か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
大
麻
山

で
昆
虫
採
集
を
行
い
、
標
本
作
り
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

体
操
競
技
を
通
じ
て
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
運
動
に
対
す
る

意
欲
関
心
を
高
め
ま
す
。

親
子
体
操

対
象　
３
歳
以
上
就
学
前
の
子
ど
も

と
保
護
者

日　
７
月
29
日
㈯

午
前
10
時
～
11
時
30
分

定　
20
組
40
人

料　
１
組
４
０
０
円

体
操

対
象　
小
学
校
１
～
３
年
生

日　
８
月
５
日
㈯

午
前
10
時
～
11
時
30
分

定　
20
人

料　
２
０
０
円

共
通

場　
県
立
体
育
館

指
導
者　
県
立
体
育
館
職
員
・
市
競

技
団
体

申
込
期
間　
７
月
１
日
㈯
～
19
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
方
法　
電
話
又
は
直
接
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
県
立
体
育
館
（
月
曜
日
休

館
）（
☎
�
１
２
０
１
）

　

大
田
市
の
春
暢
の
会
と
の
共
演
の

ほ
か
、
関
西
吟
詩
文
化
協
会
島
根
浜

鷺
吟
詠
会
・
正
気
流
剣
舞
術
剣
城
会

浜
田
支
部
・
浜
田
松
声
会
・
な
ん

じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
の
会
も
賛
助
出
演
し

ま
す
。

日　
７
月
30
日
㈰

　

午
後
０
時
30
分
～
４
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
１
、
０
０
０
円

問　
藤
惠
会　

藤
間
晃
正
惠
さ
ん　

（
☎
�
３
３
９
９
）　

日　
７
月
30
日
㈰

　

午
後
０
時
30
分
～

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

料　
無
料　

申
・
問　
浜
田
動
物
愛
護
会
☆
マ
ー

ブ
ル
☆　

神
門
さ
ん

（
☎
０
９
０-

１
６
８
８-

６
０
４
５
）

対
象　
小
学
生
以
上

日　
８
月
５
日
㈯

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

場　
三
隅
中
央
会
館
・
大
麻
山
周
辺

定　
先
着
20
人

※　

小
学
生
は
、
保
護
者
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。

料　
小
中
学
生　
　

１
、
２
０
０
円

　
　

高
校
生
以
上　

１
、
５
０
０
円

申
込
締
切
日　
７
月
20
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
三
隅
支
所
産
業
建
設
課
産

業
振
興
係
（
☎
�
２
８
０
３
）

夏
野
菜
を
通
し
て
、
浜
田
の
農
産

品
を
も
っ
と
知
っ
て
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日　
８
月
９
日
㈬　

午
前
10
時
～
正
午

受
付　
午
前
９
時
30
分

場　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地
区

本
部　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

定　
先
着
30
人

料　
無
料

申
込
期
間　
７
月
10
日
㈪
～
28
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
又
は
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

エ
プ
ロ
ン
と
筆
記
用
具
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央

地
区
本
部　

営
農
経
済
部
営
農
企

画
課
（
☎
�
８
８
１
２
・
▢ＦＡＸ
�

０
６
７
９
）

小
・
中
学
生
で
競
う
囲
碁
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

日　
８
月
19
日
㈯　

午
前
10
時

受
付　
午
前
９
時
30
分
～

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

和
室

料　
１
、
０
０
０
円

※　

弁
当
代
を
含
み
ま
す
。

※　

参
加
の
み
は
５
０
０
円
で
す
。

申
込
締
切
日　
８
月
４
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
本
庁
生
涯
学
習
課

に
あ
り
ま
す
。

申
・
問　
本
庁
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
（
☎
�
９
７
２
０
・
▢ＦＡＸ
�
５

０
９
０)

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
運
動
機
能
の
衰
え
た
状
態
）
を
予

防
す
る
た
め
に
、
身
体
面
・
栄
養
面

の
簡
単
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
講
座
で

す
。
体
組
織
計
な
ど
を
活
用
し
、
全

３
回
の
講
座
で
身
体
の
変
化
を
数
値

で
実
感
で
き
ま
す
。

対
象　
全
３
回
全
て
受
講
で
き
る
50

歳
以
上
の
人

日　
　

第
１
回　

７
月
22
日
㈯

　

第
２
回　

８
月
2６
日
㈯

　

第
３
回　

９
月
24
日
㈰

　
　

午
前
10
時
～
正
午

場　
県
立
体
育
館

講
師

　

川
本
晃
平
さ
ん
（
島
根
大
学
医
学

部
附
属
病
院
理
学
療
法
士
）

　

佐
々
木
久
美
さ
ん
（
日
体
協
公
認

ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
）

定　
20
人

料　
１
、
０
０
０
円

申
込
期
間　
７
月
４
日
㈫
～
21
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
又
は
直
接
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
、汗
ふ
き
用
タ
オ
ル
、

飲
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
県
立
体
育
館
（
月
曜
日
休

館
）（
☎
�
１
２
０
１
）

「
石
州
和
紙
灯
ろ
う
ま
つ
り
～
ふ

る
さ
と
縁
の
輪
を
創
ろ
う
～
」
の
中

の
「
三
隅
川
精
霊
流
し
」
で
流
す
灯

ろ
う
を
つ
く
り
ま
す
。

日　
７
月
23
日
㈰

午
後
１
時
～
３
時

場　
石
正
美
術
館

料　
３
０
０
円
（
石
州
和
紙
灯
ろ
う

キ
ッ
ト
購
入
代
金
）

※　

高
校
生
以
下
は
１
０
０
円
で
す
。

問　
石
州
和
紙
灯
ろ
う
ま
つ
り
実
行

委
員
会
（
☎
�
０
０
９
８
）

田
畑
の
緑
と
木
々
の
香
り
を
浴
び

な
が
ら
、
真
夏
の
弥
栄
路
で
い
い
汗

を
流
し
ま
し
ょ
う
。コ
ー
ス
の
途
中
、

山
頂
で
雄
大
に
回
る
風
車
を
一
望
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

日　
７
月
23
日
㈰　

午
前
９
時
30
分

（
小
雨
決
行
）　

受
付　
午
前
９
時
～
９
時
15
分

集
合
場
所　
安
城
公
民
館
（
弥
栄
会

館
）

コ
ー
ス　
安
城
公
民
館
発
着６

・
５
km

料　
無
料

※　

飲
物
・
タ
オ
ル
・
帽
子
な
ど
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

※　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

・
安
城
公
民
館
（
☎
�
２
９
１
７
）

・
弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉

係
（
☎
�
２
６
５
６
）

第
34
回
国
府
き
ん
さ
い
祭
り
を
開

催
し
ま
す
。
地
元
演
芸
、
バ
ン
ド
、

な
わ
と
び
大
会
、
石
見
神
楽
な
ど
を

行
い
ま
す
。

日　
７
月
2６
日
㈬

午
後
５
時
30
分
～
10
時

※　

雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延
し

ま
す
。

場　
国
府
海
岸　

中
央
広
場

問　
国
府
き
ん
さ
い
祭
実
行
委
員
会

（
☎
�
３
８
５
８
）

　

受
験
を
希
望
す
る
人
や
保
護
者
を

対
象
に
開
催
す
る
説
明
会
で
す
。
学

校
の
特
長
や
入
試
情
報
の
説
明
、
体

験
実
習
、
校
内
見
学
を
行
い
ま
す
。

日　
７
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰
・
８
月

2６
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

申
込
方
法　
電
話
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
3

.jeed
.o

r.jp
/

shim
ane/college/

申
・
問　
島
根
職
業
能
力
開
発
短
期

大
学
校（
☎
０
８
５
５
�
４
５
６
７
）

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
戦
没
者
追
悼

式
を
執
り
行
い
ま
す
。あ
わ
せ
て「
ノ

モ
ン
ハ
ン
事
件
を
語
り
継
ぐ
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の

生
き
証
人
と
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

日　
７
月
29
日
㈯

・
追
悼
式　

午
後
１
時
30
分
～
２
時

・
語
り
継
ぐ
会

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　
濱
田
護
国
神
社
参
集
殿

問　
濱
田
護
国
神
社
内　

ノ
モ
ン
ハ

ン
を
語
り
継
ぐ
会
事
務
局

（
☎
�
０
６
７
４
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

大
麻
山
の
昆
虫
調
べ

県
体
ス
ポ
ー
ツ
塾

親
子
体
操
・
体
操

藤
間
流 

藤
惠
会 

15
周
年
記
念

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演

「
み
ん
な
生
き
て
い
る

～
飼
い
主
の
い
な
い
猫
と

暮
ら
し
て
～
」　
上
映
会

夏
野
菜
を
お
い
し
く
食
べ
よ
う

浜
田
市
教
育
長
杯

子
ど
も
囲
碁
大
会

ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
生
活
講
座

ロ
コ
モ
予
防
集
中
講
座

石
州
和
紙
灯
ろ
う
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

弥
栄
町

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

国
府
き
ん
さ
い
祭
２
０
１
７

島
根
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

ノ
モ
ン
ハ
ン
を
語
り
継
ぐ
会
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シ
ロ
イ
ル
カ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
プ
ー

ル
の
改
修
工
事
を
し
て
い
ま
す

　

工
事
期
間
中
は
ア
ク
ア
ス
入
館
料

を
変
更
し
て
い
ま
す
。

特
別
料
金

　
大
人　
　
　
　

１
、
２
４
０
円

（
通
常　

１
、
５
４
０
円
）

　

小
・
中
・
高
校
生　

４
１
０
円

（
通
常　
　
　

５
１
０
円
）

工
事
期
間

　

平
成
30
年
３
月
下
旬
ま
で（
予
定
）

特
別
展

島
根
の
と
っ
て
Ｏ
Ｋ
Ｉ
！！

　

隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

を
学
び
な
が
ら
８
つ
の
神
秘
を
探
っ

て
み
よ
う
。

期
間　
９
月
18
日
㈷
ま
で

場　
ア
ク
ア
ス
３
階
特
別
展
示
室

わ
ん
ぱ
く
探
検
隊

　

水
族
館
の
裏
側
や
飼
育
係
の
仕
事

現
場
を
見
に
行
こ
う
。

対
象　
小
学
生
・
中
学
生

期
間　
７
月
～
９
月
の
土
・
日
・
祝
日

（
７
月
20
日
㈭
～
８
月
31
日
㈭
は

毎
日
開
催
）

午
前
11
時
～
・
午
後
２
時
～

場　
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

定　
各
回
15
人

料　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
方
法　
参
加
当
日
に
１
階
総
合

案
内
所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

「
夜
の
ア
ク
ア
ス
」

夜
の
生
物
は
ど
う
や
っ
て
過
ご
し

て
い
る
の
か
な
。
ア
ク
ア
ス
館
内
を

探
検
し
な
が
ら
観
察
し
て
み
よ
う
。

水
槽
の
前
で
お
泊
り
す
る
よ
。

対
象　
小
学
生
以
上

※　

小
学
生
は
保
護
者
が
同
伴
し
て

く
だ
さ
い
。

日　
７
月
29
日
㈯
午
後
４
時
30
分
～

30
日
㈰
午
前
８
時

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
50
人
（
抽
選
）

料　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
締
切
日　
７
月
14
日
㈮

※　

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.aquas.or.jp

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

「
隠
岐
の
郷
土
料
理
教
室
」

　

隠
岐
で
食
べ
ら
れ
て
い
る
大
森
島

サ
ザ
エ
な
ど
を
使
っ
た
料
理
を
作
っ

て
食
べ
て
み
よ
う
。

日　
７
月
９
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
先
着
30
人

料　
５
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

企
画
展
「
没
後
70
年 

北
野
恒
富
展
」

明
治
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、

個
性
的
な
女
性
像
を
描
い
た
大
阪
の

日
本
画
家
、
北
野
恒
富
の
回
顧
展
。

時
代
の
移
ろ
い
と
と
も
に
変
化
し
た

作
風
と
、
ポ
ス
タ
ー
や
挿
絵
な
ど
も

含
め
た
幅
広
い
活
動
を
ご
覧
い
た
だ

き
ま
す
。

日　
８
月
５
日
㈯
～
９
月
18
日
㈷

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

　
（
展
示
室
へ
の
入
場
は
午
後
６
時

ま
で
）

場　
石
見
美
術
館
展
示
室
Ｄ

料　一
般　

１ 

、０
０
０
円（
８
０
０
円
）

大
学
生　
　

６
０
０
円（
４
５
０
円
）

小
中
高
生　

３
０
０
円（
２
５
０
円
）

※　
（　

）
内
は
、
20
人
以
上
の
団

体
料
金
で
す
。

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

及
び
介
助
者
は
入
場
無
料
で
す
。

Ｋ
ｉ
ｒ
ｏ
ｒ
ｏ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
７

澄
ん
だ
声
と
美
し
い
ピ
ア
ノ
の
音

色
。
や
さ
し
さ
で
心
を
包
み
込
む
Ｋ

ｉ
ｒ
ｏ
ｒ
ｏ
の
歌
。
大
ヒ
ッ
ト
曲
を

携
え
、
グ
ラ
ン
ト
ワ
初
登
場
で
す
。

日　
９
月
２
日
㈯　

午
後
３
時

開
場　
午
後
２
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ　

大
ホ
ー
ル

料　
全
席
指
定

　

一
般　
　
　
　

５
、
５
０
０
円

　

友
の
会
会
員　

５
、
２
０
０
円

※　

未
就
学
児
は
、
保
護
者
の
膝
上

で
鑑
賞
す
る
場
合
は
無
料
で
す
。

た
だ
し
、
公
演
に
影
響
が
あ
る
と

判
断
し
た
場
合
、
退
席
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

https://w
w

w
.aquas.or.jp

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
ペ
ン
ギ
ン
く
ん
を
作
ろ
う
」

頭
か
ら
芝
が
生
え
て
く
る
楽
し
い

「
ペ
ン
ギ
ン
く
ん
」
を
作
ろ
う
。

対
象　
当
日
入
館
し
て
い
る
未
就
学

児
と
保
護
者

日　
７
月
10
日
㈪

午
前
10
時
～
10
時
30
分

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
先
着
20
組

料　
２
０
０
円

申
込
方
法　
当
日
、
１
階
総
合
案
内

所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

７
月
の
石
見
神
楽
（
雨
天
中
止
）

９
日
㈰　

倭
川
戸
神
楽
社
中

1６
日
㈰　

西
村
神
楽
社
中

1７
日
㈷　

波
子
神
楽
社
中

23
日
㈰　

追
原
神
楽
社
中

30
日
㈰　

岡
崎
神
楽
社
中

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

７
月
・
８
月
の
日
曜
日
は
、
全
て

開
館
し
ま
す
。
日
曜
日
の
フ
リ
ー
タ

イ
ム
利
用
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

プ
ー
ル

対
象　
４
歳
以
上

※　

小
学
校
３
年
生
以
下
は
、
保
護

者
が
同
伴
（
水
着
着
用
）
し
て
く

だ
さ
い
。

利
用
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※　

利
用
は
、
２
時
間
以
内
で
す
。

料　
大
人　
　
　
　

５
０
０
円

　
　

中
高
大
生　
　

４
０
０
円

　
　

小
学
生
以
下　

３
０
０
円

※　

受
講
生
は
、
１
０
０
円
割
引
し

ま
す
。

※　

ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
を
必
ず

着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

対
象　
1６
歳
以
上

利
用
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※　

利
用
は
、
２
時
間
以
内
で
す
。

料　
大
人　
　

４
０
０
円

　
　

高
大
生　

３
０
０
円

※　

受
講
生
は
、
１
０
０
円
割
引
し

ま
す
。

※　

運
動
が
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

（
☎
�
１
０
３
５
）

明
治
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
貴
重
な
伝
統
文
化
で
あ
る
日
本
固

有
の
「
益
田
糸
操
り
人
形
」
の
浜
田

初
公
演
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

日　
８
月
2７
日
㈰　

午
後
１
時
30
分

開
場　
午
後
１
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

出
演　
益
田
糸
操
り
人
形
保
持
者
会

演
目　

・
加
賀
見
山
旧
錦
絵

・
寿

こ
と
ぶ
き

三さ
ん

番ば

叟そ
う

・
伊
達
娘
恋
の
緋ひ

が

の

こ

廉
子　

ほ
か

料　
前
売
り　
　
　

５
０
０
円

　
　

当
日　
　
　
　

８
０
０
円

※　

大
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

対
象　
小
学
生
以
上

日　
８
月
2７
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

受
付　
午
前
８
時
30
分

場　
石
見
海
浜
公
園
姉
ヶ
浜
海
水
浴

場
特
設
コ
ー
ト

定　
先
着
24
チ
ー
ム

※　

登
録
は
１
チ
ー
ム
10
人
以
内
で

す
。

※　

試
合
は
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
を
含

み
１
チ
ー
ム
５
人
で
す
。

料　
１
チ
ー
ム　

４
、
０
０
０
円

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
現
金
書
留

の
郵
送
や
、
銀
行
振
込
に
よ
る
申

込
み
も
で
き
ま
す
。

※　

申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
希

望
者
に
は
郵
送
し
ま
す
。

http://w
w

w
.kkisp.jp/

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
【
〒
６
９
７
‐
０
０
０
３　

浜
田
市
国
分
町
１
６
４
４
‐
１

（
☎
�
２
２
３
１
）】

対
象　
高
校
生
以
上

日　
８
月
20
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

受
付　
午
前
８
時

場　
石
見
海
浜
公
園
特
設
コ
ー
ト

定　
６0
チ
ー
ム

※　

登
録
は
１
チ
ー
ム
６
人
以
内

で
、
男
女
混
成
又
は
女
性
の
み
で

構
成
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

試
合
は
１
チ
ー
ム
４
人
制
で
、

コ
ー
ト
内
で
同
時
に
プ
レ
ー
で
き

る
男
性
は
２
人
ま
で
で
す
。

料　
１
チ
ー
ム
４
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
７
月
31
日
㈪

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
現
金
書
留

に
よ
る
申
込
み
も
で
き
ま
す
。

※　

申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
希

望
者
に
は
郵
送
し
ま
す
。

http://w
w

w
.kkisp.jp/

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
【
〒
６
９
７
‐
０
０
０
３　

浜
田
市
国
分
町
１
６
４
４
‐
１

（
☎
�
２
２
３
１
）】

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

施
設
か
ら
の
お
知
ら
せ

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

夏
の
特
別
開
館

島
根
県
無
形
民
俗
文
化
財

「
益
田
糸
操
り
人
形
」浜
田
公
演

ビ
ー
チ
フ
ッ
ト
サ
ル

in
石
見
海
浜
公
園

石
見
海
浜
公
園

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
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現
在
、世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、

洋
画
家
・
山
﨑
修
二
画
伯
を
焦
点
に

し
た
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
え
子
の
な
か
で
も
女
流
画

家
を
取
り
上
げ
、
普
段
は
公
共
施
設

に
飾
ら
れ
て
い
る
作
品
25
点
も
一
緒

に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

山
﨑
画
伯
は
安
来
に
生
ま
れ
、
中

学
時
代
か
ら
画
家
を
志
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
浜
田
高
校
を
は
じ

め
、
県
内
の
美
術
教
員
と
し
て
30
年

余
り
、
ま
た
、
画
団
体
・
山
光
会
会

長
と
し
て
後
進
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

戦
後
の
浜
田
の
美
術
を
開
花
さ

せ
、
現
在
活
躍
す
る
画
家
た
ち
に
バ

ト
ン
を
渡
し
た
山
﨑
画
伯
の
功
績
は

大
き
く
、
平
成
12
年
に
浜
田
市
名
誉

市
民
の
称
号
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
晩
年
ま
で
の
作
品
を
一
堂
に

展
覧
し
、そ
の
画
業
を
回
顧
し
ま
す
。

温
か
な
眼
差
し
で
捉
え
描
い
た
作
品

を
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

会
期　
７
月
９
日
㈰
ま
で

「山
さ ん

懐
か い

早
そ う

春
しゅん

」山﨑修二

　

夏
の
恒
例
と
な
っ
た
参
加
体
験
型

の
現
代
美
術
展
が
、
７
月
15
日
㈯
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

　
「
ア
ー
ト
パ
レ
ー
ド
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
の
通
り
、
ジ
ャ
ン
ル
も
形
状

も
異
な
る
多
種
多
様
な
作
品
が
本
展

に
大
集
合
し
ま
す
。
心
弾
む
空
間
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※　

地
域
の
芸
術
環
境
づ
く
り
助
成

事
業
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

会
期　
７
月
15
日
㈯
～
９
月
24
日
㈰

料
金　
一
般　
　
　
　
　

５
０
０
円

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

※　

団
体
料
金
・
各
種
割
引
制
度
が

あ
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　
「
ア
ー
ト
パ
レ
ー
ド
展
」
の
出
品

作
家
と
お
話
を
し
な
が
ら
、
作
品
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
７
月
15
日
㈯

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

※　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

が
、展
覧
会
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

ゲ
ス
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
風
車
の
作
品
を
つ
く
ろ
う
！
》

　

風
で
カ
ラ
カ
ラ
と
動
く
風
車
の
作

品
「
風
雅
」
を
作
り
ま
す
。
そ
の
羽

根
に
色
ペ
ン
で
好
き
な
言
葉
や
模
様

を
描
い
て
、
回
す
と
き
れ
い
だ
よ
。

◎
７
月
15
日
㈯　

午
後
１
時
～
４
時

作
家　
高
橋
綾
さ
ん

定
員　
50
人

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

風車の作品

７
月
の
休
館
日

月
曜
日　
３
日
・
10
日

振
替
日　
18
日
㈫

展
示
替　
11
日
㈫
～
14
日
㈮

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
写
真
立
て
》

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
、
す
て
き

　

石
正
美
術
館
で
は
、
７
月
よ
り
新

し
い
展
覧
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

石
本
正
記
念
展
示
室
で
は
、
三
隅

町
出
身
の
日
本
画
家
・
石
本
正
の
若

い
頃
か
ら
晩
年
ま
で
の
画
業
の
足
跡

を
、
い
つ
で
も
見
る
こ
と
の
出
来
る

「
石
本
正
作
品
選
Ⅱ
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
企
画
展
示
室
で
は
「
第
７

回
石
州
和
紙
に
描
い
た
日
本
画
展
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
晩
年
の
石
本

正
は
ふ
る
さ
と
・
浜
田
市
三
隅
町
の

伝
統
工
芸
品
で
あ
る
石
州
和
紙
を

「
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
刺
激
す
る

紙
」
と
し
て
大
変
気
に
入
り
、
こ
の

紙
に
絵
を
描
き
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
こ
の
石
州
和
紙
の
日

本
画
の
素
材
と
し
て
の
可
能
性
を
よ

り
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る

機
会
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
、
石
本

正
と
縁
の
深
い
画
家
や
地
元
ゆ
か
り

の
作
家
に
石
州
和
紙
へ
の
制
作
を
依

頼
し
ま
し
た
。
石
州
和
紙
を
使
っ
た

作
家
の
新
た
な
試
み
を
楽
し
み
な
が

ら
、
和
紙
の
魅
力
的
な
一
面
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期

待
く
だ
さ
い
。　

会
期

　
【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

「
石
本
正
作
品
選
Ⅱ
」

　

７
月
１
日
㈯
～
10
月
９
日
㈷

　
【
企
画
展
示
室
】

「
第
７
回
石
州
和
紙
に
描
い
た
日

本
画
展
」

　

７
月
１
日
㈯
～
８
月
20
日
㈰

料
金　

　

一
般　
　

７
０
０
円（
６
０
０
円
）

　

高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

　

小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

《ギャラリー展示》
鐘築等「の・ような似顔絵店４」

７月22日㈯～８月６日㈰

《イベント情報》
おとなのアートサロン
「絵手紙教室～ミニ菓子鉢づくり」
　７月８日㈯　午後１時～３時
　講師　坂口みどりさん
　　　（日本絵手紙協会公認講師）

料金　300円
定員　15人（要予約）

「灯ろうワークショップ」
７月23日㈰　午後１時～３時
料金　300円（高校生以下100円）

　日本画家・烏
う

頭
と

尾
お

精
せい

さん（1932年／奈良県出身）は、195６（昭
和31）年に京都市立美術大学（現京都市立芸術大学）へ入学し、
当時助手だった石本正画伯と出会いました。そして、卒業後は
新制作協会・創画会でともに作品を発表する同志として、画伯
の画家としての姿と作品を近くで見てこられました。今回の特
別講演会ではその烏頭尾さんをお招きし、石本作品を通しての
日本画の心や技についてお話しいただきます。
　日時　７月15日㈯　午前10時～ 11時30分（聴講無料）
　会場　石正美術館創作室
　講師　烏頭尾精さん（京都教育大学名誉教授、創画会会員）

　似顔絵作家の鐘
か ね

築
つ き

等
ひとし

さんによるワークショップを開催しま
す。楽しい似顔絵術にチャレンジしてみませんか。
　日時　７月22日㈯　午後２時～３時30分（参加無料）
　会場　石正美術館創作室
　講師　鐘築等さん（似顔絵作家）

石本正「舞妓」1968年

な
写
真
立
て
を
作
る
よ
。

◎
７
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
編
み
込
み
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
》

　

毛
糸
を
編
ん
で
、
お
し
ゃ
れ
な
ブ

レ
ス
レ
ッ
ト
を
作
ろ
う
。

◎
７
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
す
す
め
！
水
玉
く
ん
》

　

カ
ラ
フ
ル
な
シ
ー
ル
で
道
を
作
る

よ
。
水
滴
の
水
玉
く
ん
は
ゴ
ー
ル
ま

で
た
ど
り
着
け
る
か
な
？

◎
７
月
1６
日
㈰
・
1７
日
㈷

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
貝
と
砂
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
》

　

貝
が
ら
と
砂
を
使
っ
て
、
夏
ら
し

い
作
品
を
つ
く
ろ
う
。

◎
７
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

参
加
費　
１
人
３
５
０
円

《
ハ
ギ
レ
の
小
物
入
れ
》

　

ハ
ギ
レ
を
貼
っ
て
カ
ラ
フ
ル
な
小

物
入
れ
を
作
ろ
う
。

◎
７
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

参
加
費　
１
人
４
０
０
円

※　

時
間
は
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受
付

は
、
当
日
午
後
３
時
30
分
ま
で
に

１
階
創
作
室
に
て
。

有

料

広

告

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.247

有

料

広

告

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

山
﨑
修
二
と
山
﨑
に
学
ん

だ
女
流
画
家
展
開
催
中

7
月
の
イ
ベ
ン
ト

ア
ー
ト
パ
レ
ー
ド
展

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

う と お せい

◎特別講演会「石本正の作品に見る日本画の心と技」

◎「鐘築等　僕の似顔絵術」（似顔絵ワークショップ）
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貸出ベスト 10（平成 29 年 5月期）
順位 タイトル 著者

1 城をひとつ 伊東　潤
2 不発弾 相場　英雄
3 北斎まんだら 梶　よう子
4 みかづき　Crescent Moon　 森　絵都
5 青い服の女　新・御宿かわせみ　7 平岩　弓枝
6 騎士団長殺し　第 1 部　顕れるイデア編 村上　春樹
7 決戦 ! 忠臣蔵 葉室　麟
8 成功者 K 羽田　圭介
9 どんな時でも人は笑顔になれる 渡辺　和子
10 蜜蜂と遠雷 恩田　陸

　

島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
今
年
度
も
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
開
催
し
ま
す
。
高
校
生
の
皆
さ

ん
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
高
校
の
先

生
た
ち
に
、
総
合
政
策
学
部
の
学
び

や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
を
よ
り
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
初
め
て
実
施
し
ま

し
た
「
１
泊
２
日
模
擬
研
究
」
を
今

年
も
開
催
し
ま
す
。
よ
り
深
く
大
学

で
の
学
び
を
体
験
で
き
る
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
進
学
を
考
え

て
い
る
人
は
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
及
び

「
１
泊
２
日
模
擬
研
究
」
へ
は
本
学

H
P
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
８
月
６
日
㈰

午
前
11
時
～
午
後
３
時

（
第
２
回
は
10
月
14
日
㈯
開
催
）

主
な
内
容

○
総
合
政
策
学
部
説
明

○
学
生
が
語
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

○
学
食
バ
イ
キ
ン
グ
（
無
料
）

○
選
べ
る
特
別
講
義
体
験

○
保
護
者
説
明
会

○
浜
田
市
紹
介

○
留
学
・
異
文
化
理
解
研
修
体
験

○
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

○
学
生
寮
見
学

○
ポ
ス
タ
ー
で
わ
か
る
「
地
域
」
の

　

学
び

○
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
紹
介

○
入
試
・
学
生
生
活
・
キ
ャ
リ
ア
支

　

援
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
会

※　

高
校
３
年
生
だ
け
で
な
く
、
１

年
生
や
２
年
生
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室

　
（
☎
�
２
２
０
３
）

准
教
授　
山
本
健け

ん
　
そ
う三

　

こ
の
４
月
に
島
根
県
立
大
学
総
合

政
策
学
部
の
准
教
授
に
着
任
し
た
山

本
健
三
と
申
し
ま
す
。
平
成
2６
年
４

月
か
ら
本
学
北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究

セ
ン
タ
ー
で
嘱
託
助
手
（
ロ
シ
ア
語

担
当
）
と
し
て
勤
務
し
て
き
ま
し
た

の
で
、
既
に
３
年
間
浜
田
市
の
皆
さ

ん
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

私
の
専
門
は
、
ロ
シ
ア
政
治
思
想

史
で
す
。
ロ
シ
ア
は
広
大
か
つ
多
様

な
国
で
あ
り
、
様
々
な
民
族
・
言
語
・

文
化
・
宗
教
が
混
在
す
る
空
間
で
す
。

こ
の
複
雑
な
空
間
に
ふ
さ
わ
し
い
秩

序
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
と
い

う
問
題
に
ロ
シ
ア
人
は
帝
政
時
代
か

ら
直
面
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
思

索
の
歴
史
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
は
浜
田
市
に
と
っ
て
重
要

な
貿
易
相
手
国
で
す
。
今
後
は
、
浜

田
と
ロ
シ
ア
の
交
流
や
相
互
理
解
の

深
化
に
資
す
る
研
究
も
し
て
い
き
た

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

島
根
県
立
大
学
総
合
政
策
学
会
で

は
、
各
界
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
文
化
人
・
経
済
人
な
ど
を
講
師

に
迎
え
、
教
員
・
学
生
は
も
と
よ
り

地
域
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
講
演
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
公
益
財
団
法
人
大
原
美

術
館
名
誉
理
事
長
の
大
原
謙
一
郎
さ

ん
を
迎
え
、
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

日
時　
７
月
７
日
㈮

　
　

午
後
２
時
50
分
～
４
時
20
分

会
場　
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス　

講
堂　

演
題　
文
化
・
芸
術
・
人
文
学
の
力

講
師　
大
原
謙
一
郎
さ
ん

定
員　
約
６
０
０
人

料
金　
無
料

※　

申
込
み
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

企
画
調
整
室
（
☎
�
２
２
０
１
）

①
イ
ギ
リ
ス
の
児
童
文
学
：
ロ
ア

ル
・
ダ
ー
ル
の
人
生
と
作
品

日
時　
７
月
12
日
㈬

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
ケ
イ
ン
・
エ
レ
ナ
・
ア
ン

　
　
　
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
教
授
）

会
場　
講
義
・
研
究
棟
中
講
義
室
３

②
中
国
を
旅
す
る

日
時　
７
月
19
日
㈬

　

午
前
10
時
20
分
～
11
時
50
分

講
師　
于
清
さ
ん

　
　
　
（
浜
田
市
国
際
交
流
員
）

会
場　
講
義
・
研
究
棟
中
講
義
室
３

③
マ
ス
・
コ
ミ
報
道
と
S
N
S
に
観

る
「
反
・
知
性
」
主
義
へ
の
対
応
～

無
関
心
層
拡
大
傾
向
へ
の
懸
念
～

日
時　
７
月
19
日
㈬

　

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
瓜
生
忠
久

　
　
　
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
教
授
）

会
場　
講
義
・
研
究
棟
中
講
義
室
３

問
い
合
わ
せ
先　

　

地
域
連
携
課
（
☎
�
２
３
９
６
）

　三隅図書館　司書おすすめ
『こころの匙加減』
　髙橋　幸枝著　　飛鳥新社　
（分類：159/ﾀｶ）
　「頑張りすぎず、自分を甘やか
せすぎず。我慢しすぎず、他人を
頼りにしすぎず。」（本文より）
　…このバランスは実に難しい！
　著者である高橋幸枝さんは、
100歳のときに本書を出版されま
した。長い年月をかけて気づいた、
その人生の「匙加減」のヒントを
教えてくれています。
　なんだかいろいろとうまくいか
ない。そんな気持ちのときに本書
を開いてみると、なにか突破口が
見つかるかもしれません。

もよおし 開催日 時間 内容

中
央

おはなし会 毎週土 10：30 今月のテーマは「ほし」

おはなしタンポポ ２日㈰ 15：00 お話を覚えて語るストーリーテリング

電子紙芝居 ８日㈯ 14：00「こぶとりじいさん」ほか

古典のよみきかせ ９日㈰ 13：30 失意の皇子と放浪の姉宮の物語「蝉
せ み

丸
ま る

」

子ども映画会 1６日㈰ 13：30「くまのがっこう」

テーマトーク 1７日㈷ 13：30「海～渚に立って海の音を聞いてみませんか～」
講師　坂本文江さん

図書館シネマ 23日㈰ 13：30「グランド・ブダペスト・ホテル」

電子紙芝居 23日㈰ 14：00「アリとキリギリス」ほか

こわーいおはなし会 29日㈯ 14：00 小学生向けの怖い話の本の読み聞かせ

金
城 おはなし会 ８日㈯ 10：00 終了後に楽しい折り紙教室

テーマ「花火モビールを作ろう」

旭 ブッくんタイム 5 日㈬ 10：30 絵本の読み語りなど

三
隅

おはなし会と
ペタペタアートワーク ８日㈯ 10：30 絵本などの読み語りと楽しいかべの飾り付け

テーマ「キラキラ海中散歩」

　

夏
の
星
座
を
み
ん
な
で
観
察
し
ま

せ
ん
か
。
図
書
館
の
本
な
ど
を
使
っ

て
調
べ
学
習
を
し
た
後
、
双
眼
鏡
を

使
っ
て
星
空
を
観
察
し
ま
す
。
雨
天

時
は
、室
内
で
星
の
お
話
を
し
ま
す
。

日
時　
７
月
29
日
㈯　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分（
予
定
）

場
所　
中
央
図
書
館
及
び
周
辺

対
象　
小
学
校
４
～
６
年
生
（
保
護

者
同
伴
）

定
員　
1６
人

申
込
方
法　
７
月
25
日
㈫
ま
で
に
中

央
図
書
館
に
電
話
、
又
は
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
定
員
に

な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

今
年
も
図
書
館
の
資
料
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
の
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
、
調
べ
た
い

こ
と
を
ど
う
や
っ
て
調
べ
た
ら
い
い

の
？
そ
ん
な
疑
問
に
お
答
え
し
ま

す
。

日
時　
７
月
2６
日
㈬
・
2７
日
㈭　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

※　

原
則
、
２
日
間
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

場
所　
中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生
（
１
～

４
年
生
は
、
保
護
者
同
伴
）

定
員　
先
着
15
組
（
30
人
）

申
込
方
法　
７
月
３
日
㈪
か
ら
19
日

㈬
ま
で
に
中
央
図
書
館
に
電
話
、

又
は
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

そ
の
ほ
か　

・
事
前
に
調
べ
た
い
テ
ー
マ
を
考
え

て
申
込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

・
図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

・
図
書
館
の
資
料
を
コ
ピ
ー
す
る
場

合
は
有
料
（
白
黒
１
枚
10
円
・
カ

ラ
ー
１
枚
50
円
）
で
す
。

昨年の調べ学習の様子

図書館情報
開館時間 　月の休館日

中央図書館 ☎� 0480 　9：00 ～ 19：00 日㈪・日㈪
金城図書館 ☎� 1823

　9：00 ～ 1７：00
月曜日

旭図書館 ☎� 1439
弥栄図書館 ☎� 2258

三隅図書館 ☎� 0338 10：00 ～ 19：00
（土日祝日は18：00まで）
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vol.165
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

第
１
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
ご
案
内

新
任
教
員
メ
ッ
セ
ー
ジ
①

総
合
政
策
学
会

特
別
講
演
会
の
ご
案
内

公
開
講
座
の
ご
案
内

図書館情報
開館時間 ７月の休館日

中央図書館 ☎� 0480 　9：00 ～ 19：00 10日㈪・24日㈪
金城図書館 ☎� 1823

　9：00 ～ 1７：00
月曜日

旭図書館 ☎� 1439
弥栄図書館 ☎� 2258

三隅図書館 ☎� 0338 10：00 ～ 19：00
（土日祝日は18：00まで）

司書のおすすめ

星
空
観
察
会
参
加
者
募
集

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル

応
援
講
座
を
開
催
し
ま
す
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世 帯 男 女 総 数
浜 田
金 城

旭
弥 栄
三 隅
合 計

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,７8６ 19,330 21,493 40,823
金 城 1,909 2,099 2,250 4,349

旭 1,3７8 1,38７ 1,44７ 2,834
弥 栄 ６84 ６50 ７04 1,354
三 隅 2,899 2,939 3,24７ ６,18６
合 計 2６,６5６ 2６,405 29,141 55,54６

●市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行便
入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

人　口（５月末現在）

（単位：人）

　銭太鼓やいろ会は、だんだんと人が少なくなってきていた地元のお祭を地元の
自分たちで盛り上げようと和田地区の女性たちが集まり平成８年11月に13人で銭
太鼓を披露したのが始まりです。会の名前は、和田地区にある八色神社から名前
をもらい付けました。
　現在は、会員９人で活動しており、銭太鼓の見所であるバチさばきや一糸乱れ
ぬ動きを目指して月２回和田生活改善センターで練習しています。また、毎年１
曲新作に挑戦し、地元でのお祭はもちろん旭温泉まつりなどの市内のイベントや
敬老会で銭太鼓を披露して皆さんに楽しんでもらっています。
　会の皆さんは、「地元のお祭がきっかけですが、今では多くのイベントなどに
呼んでもらえてうれしいです。これからも無理せずマイペースに取り組んでいき
たいです」と話していました。

わがまち 再発見！

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800

編集・発行　浜田市市長公室
〒697–8501 島根県浜田市殿町１番地
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ0855–22–3091（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
info@city.hamada.lg.jp

Facebook（浜田市広報係）
http://www.facebook.com/koushitsu.hamada

銭太鼓やいろ会（旭）


